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今回ここに自然科学部門調査研究報告書第3号を刊行することとなりました。本編

は昭和42年度から 3ヶ年計画をもって県下に生そくする水生昆虫(特に毛姐目)につ

いての分布調査の結果をまとめたものです。近年とみに変化のはげしい自然環境につ

いての諸問題を考察する上からも，このような調査記録の積重ねが必要かと存じま

す。調査は当館自然課小林主任学芸員が担当いたしました。もとより今後に侠つべき

ものが多々あると存じますが，関係各位のご参考になれば幸に存じます。

終りにこの調査にあたりご協力を賜りました方々に厚く感謝の意を表します。

昭和 46年 3月

神奈川県立博物館長

斉藤太次郎
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I.はじめに

わが国における淡水生物についての調査研究の歴史は古く，多くの業績をあげることができるが，水生昆

虫，特に毛麹目 Trichoptera(トピケラ).槙麹目 Plecoptera(カワグラ).蜂蛎自身hemeToptera(カグロウ)

の生態，形態，分類，分布などの分野の調査研究は，非常に不十分で，解明しなければならない多くの問題

が残されている。自然科学の他の分野では，相当にすすんでいる分布調査ーっとってみても，上記の水生昆

虫については，ほとんど解明されていないといっても過言ではない。

そこで著者は現在まで，わが国に生そくする水生昆虫，特に毛麹目の分類学的研究と分布調査〈問。0)(21)を

つずけてきた。本館の事業として1967年より 1970年にかけて，神奈川県下に生そくする毛麹目の分類学的研

究と分布調査を，丹沢山塊と箱根地域を中心に調査研究することとなり著者が担当するすることとなった。

その結果をここにとりまとめたしだいである。

水生昆虫のあらゆる分野の調査研究は，河川動物相の研究の一分野であることから，河川の自然保護や水

産資源開発の立場からも重要な資料となるものと考えられる。この報告書がなんらかのかたちで，お役に立
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図 1 調査地点略図

1 早川上流 2・3・4 中川川上流 5 水無川上流

6 玄倉川上流 7 塩水川上流 8 早戸川上流

てば幸である。

調査にあたり，御協力くださったかたがたに心からお礼申しあげるしだいである。

11. 調査方法

県下を流れる河川は，丹沢山塊と箱根山地に源を発し，多くの支流によって形成されて，太平洋に流入す

るものが多い。早川，酒匂川，相撲川，多摩川，早戸川，道志川などは，県下の最も代表的な河川で，それ

ぞれ河川としての特性をしめしている。今回の調査においては，人為的影響の少ない河川における調査と，

できるだけ広範囲の調査を目的としたため，箱根地域では早川上流，丹沢山塊では酒匂川上流の中川川，玄

倉川上流，水無川上流，早戸川上流，および塩水川上流を調査地点として，その付近に生そくする毛麹目の

成虫を採集し，その分類学的研究と分布調査をおこなった。
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1.調査地点

a.早川は芦ノ湖にその源を発し，仙石原，箱根町市街を貫通して，太平洋に流入する河川である。仙石

原地域の流れは清流で，多くの水生昆虫の生そくがみられるが，下流すなわち市街地域は，下水道の影響を

うけて汚れがひどいため，今回の調査では調査地点、としなかった。

b.酒匂川は丹沢山塊に源を発する世附川と河内川が合流して形成されている河川で，太平洋に流入する

が，今回の調査では下流地域は相当に人為的影響をうけていることが確認されたので，足柄上郡山北町中川

地域を流れる中Jij川上流および玄倉Jij上流を調査地点とした。

C.水無川は丹沢山塊に源、を発し，秦野市大倉地域を流れる河川で，その上流，源次郎沢付近は典型的な

渓流で，水が清くて滝が多く，渓流性昆虫の生そくに適した環境をしているので，ここを調査地点とした。

d.早戸川は津久井郡に位置し，丹沢山塊に源を発する河川で，山間部を流れる河川としては長い渓流性

河川である。この河川ではもっとも採集に便利な蛙沢を調査地点、とした。

e.塩水川は愛甲郡清川村を流れる中津川の上流で，渓流性の河川であるが，下流は砂磯の採堀がおこな

われ，泥水の、流入がはげしいため，調査地点とはせず上流を調査地点とした。

2. 採集方法

毛麹自に属する個体はすべて卵，幼虫および踊の時期を水中ですごすが，羽化した成虫は陸上にあがるた

め，調査資料とした成虫は，ふつうの捕虫網による採集法と，灯火採集法をあわせておこない採集した。採

集した資料は，現地でただちに被浸(アルコール90%) として保存し，後日，形態的研究をおこない同定し

種名を明きらかにした。

111. 動物学上における毛麹自の位置

毛麹日 Trichopteraは最初 Linne(1758)によって脈麹目 Neuropteraとともに昆虫界の1グループとし

て分類された。その後，多くの学者によって PhヮganidesLATEILLE (1805)， Agnathes CUVIER (1805)， 

PhヮganitesLATRELLE (1810)， Placipennes LATRELLE (1825)， PhヮaninaNEWMAN (1834)， Phり伊nidae

KIRBY (1837)， PhT)伊 neodea BURMEISTER (1839)， Phryganaria HAECKEL (1896)， Irichoptera NA  VAS 

(1903)， Phり，ganoidesHANDLIRSCH (1903)などの学名が用いられたが，現在では国際動物命名規約により

Trichoptera KIRBY (1813)に統一され，わが国では Trichopteraに属する昆虫はからだ全体が，毛でおお

われ，特に麹は鱗片にかわる毛でおおわれているため，麹に毛のある昆虫，すなわち毛麹目，一名トピケラ

という和名でよばれている。英名では幼虫が石でつくった巣にはいっていることから Caddisflies，Cadise， 

Caddiceflies， Casefliesなどとよぴ，また幼虫が水の中で生活し，その上，成虫や幼虫の体形が，ガに似てい

るため Watermothsなどとよんでいる(ドイツ語では Fruhlingsfliegen，または Kocherfliegen，フランス

語では Friganeーなどとよんでいる)。

毛麹目の先祖はオーストラリアのニューサウスウエールスの Belmont二畳紀後期(約2億3000年前)の

地層から発見されたパラメコプテラ Paramecopteraという古代昆虫で，毛麹目は，これから分かれたもので
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あり，また鱗麹目 Letidotteraも同じ古代昆虫から分かれたものであると考えられている。最も古い毛麹自

の化石は欧州から発見され NecrotanliidaeHANDLIRSCH (1908) と命名されている。現在，世界中で発見さ

れた現生の毛麹自の種数は約4000種で，わが国では400種が記録されているが，今後，研究が進むにしたが

って，種数は増加すると思われる。毛麹目に属する昆虫はいずれも踊期まで水中ですごし，淡水魚のえさと

なり，また水草をたべることによって，水草の繁殖を防ぐ有益虫として認められている。

IV. 調査によって記録された種数

1. わが国で記録されている科。

わが国において，現在まで、の調査研究によって，生そくを確認されている毛麹自の科種は表1に示すよう

に17科で，世界中で記録されている21科の約81%にあたることから，わが国に生そくする毛麹目は変化に富

んでいるということができる。

2. 県下に生そくを確認できた毛麹目。

わが国に生そくする毛麹目17科400種のうち，今回の調査によって県下に生そくすることが確認できた科

と種数は表1に示すごとくで 8科24種である。

表 1 毛麹自の科名とわが国に生そくする科

および，県下に生そくする科と種類

科 名
わが国に生そくする科

*印 県下に生そくする種類

1. Rhyacothilidae 

2. Glossomatidae 

3.尺ydrottilidae

4. Pheilototamidae 

5. Stenotsychidae 

6. Polycentrotodidae 

7. Psycomyidae 

8. Arctotsychidae 

9.尺ydrotsychidae

10. Calamoceratidae 

11. Odontoccridae 

12. Molannidae 

13. Lettoceridae 

14. Phヮganeidae

15. Limnothilidae 

16. Beraeidae 

17. Limnocentrotidae 

18. Sericostomatidae 

19. Plectrotarsidae 

20. Philanisidae 

21. Philorheithridae 

* 11 

* 
* 

キ

4

1

1
ム

2

* 

* 
* 
* 
* 1 

* 
* 
* 
* 
* 
当ド 1 

* 
* 3 
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図 2. 毛麹目の分類に用いる標徴。 1.前麹 2.後麹:(a.前縁脈。 b.亜前縁脈。 C.腔脈。

d.縁紋。 f.肘脈。i.中室。 n.中央室。 s.中脈。 t.瞥脈。 1，2，3，4，5は麹端室。

3.頭部 (a.触角。 e.複眼。 g.外郷。1.小腿髪。 m.下唇象。 O. 単眼。 4.前・

中胸背面:(k.中楯板。 O. 前胸。 p. 中胸片。 t. 中背。 W. 癌状突起。 5.肢:(a. 

先端距。 b.腿節。 h. ~付節。 p. 中央距。 t. 腔節。 Z. 基節h 6.腹部および生殖器

: (b.背板。 C. 腹部突起。 h.腹板)0 (Mosely & Kimmis， 1953) 
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V. 県下に生そくを確認できた科と種の形態的特徴

分類学的研究をおこなうには，形態学，生態学，生理学，遺伝学，古生物学，核学など多くの生物学的分

野における研究データを総合した知識が必要であるが，現段階においては形態学，特に比較形態学は必要か

くべからざる分野である。毛麹目の分類に必要な標徴は，図2に示した。しかし，種の分類には各種につい

て図版で示したように，生殖器の形態が最も重要な椋徴である。以下本県に生そくを確認できた科および種

について記載する。

1. Fam. Rhyacophilidae Stephens ナガレトピケラ科

助'ryacophilidae: STEPHENS， 1836， (6) p.154 

Rh)山 ophilidae: ULMER， 1907， (60 a) p.202 

Rわ刷'ophilidae: TSUDA. 1942， p. 243 

RhyacoPhilidae : McFALANE， 1951， (5) pp.267-289， pls. 63-74 (N. Z.larvae) 

Rhyacophilidae : MOSEL Y & KIMMIS， 1953， p. 404 

RhyacoPhilidae : Ross， 1956， p. 73 

肢にある距の数は各属によって異なり， 3-4-4*の種， 1-4-4の種，または 2-4-4の種がある。維におい

ては中肢の腔節と附節が広くなっている種がある。触角はほっそりしており，その長さは種によって異な

り，前麹長より長い種，短い種などがある。触角の基節は，この科に属する穏では他の節より長いが，頭部

の長さより短い。単眼はある。小腿援は5節からなるが，先端の節は環節でできていない。また，第1，第

2節は非常に短く，ほかの節は長く円筒状である。麹は細長いが変化に豊んでいる。麹脈は基本型を示し，

中室は閉じているか聞いているかのどちらかである。後麹では中室をかく穫がある。前麹には第1，第2，

第3，第4および第5麹端室があり，第1腔脈は先端部でわかれている。扇室はどんな種にもあり，中央室

はある種とない種とがある。またこの科に属する種のなかには，前麹に付加的な横脈のある種が見られる。

後麹は短く幅が狭く叉状脈には変化があるが，いずれの種にも第2，第5文状脈だけは存在する。

ナガレトピケラ科に属する種は，わが国でも第10表のごとく29種が記録されている。

1 ) Rhyacophilara articulata MORTON (和名なし)

Rhyacophila articulata MORTON， 1900， p.5， pl. 1， figs. 10-11 

Rhyacophila towadensis IWATA， 1927， p.215 (Larve) 

Rhyac~ρhila articulata : TSUDA， 1942， p. 245 

Rhyacophila articulata: Ross， 1956， p.83， p.117，五g.178

Rhyacophila articulata: KOBA Y ASHI， 1959， p. 343 

a.雄の形態

* これは前肢に距が3本，中肢に4本，後肢に4本あることを示す。
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図 3 Rhyacophila articulatの分布

りなり，各節ともほぼ同長である。

頭部(図版1.a，b)は暗褐色で背函に

は2対の黄褐色の癌状突起があり，背面

前部にも 1つの黄褐色の癌状突起があ

る。各癒状突起には暗橋色の長い剛毛が

はえている。単眼はある。

触角(図版1.a， b)は黄褐色で，その長

さは前麹よりわずかに短く，基節はほか

の節より長くて太い。

小目思要員(図版1.b)は黄禍色で5節よ

りなり， n音禍色の短毛を生ずるが，第

1，第2節は長い剛毛を混生する。また

第1，第2節はほかの節より非常に短

い。第3節は最も長く，第 4，第5節は

ほぼ同長で，第5節はまがりやすくな

u、。

下唇髪(図版1.b)は黄褐色で3節よ

胸部背面は暗褐色で，前胸背面には2対の癌状突起がある。また中楯板にも 1つの癌状突起がある。各癒

状突起には陪褐色の長い剛毛がはえている。

肢は黄禍色で，距は3-4-4，各肢とも内側の距は外側の距より長い。

前麹(図版1.c)の麹膜は黄禍色で半透明，後麹(図版1.d)の麹膜は前麹の麹膜よりやや淡い色をして

いる。前趨においては亜前縁脈室の先端部分がやや濃くなり階褐色の縁紋を形成する。またその近くに白斑

が数個ある。麹脈は両麹とも階褐色で，前麹においては第5腔脈 (R.) と中脈 (M)をむすぶ横脈，中脈と

第1肘脈 (CUI)をむすぶ横脈および第2啓脈 (A2) の先端部の脈は消失し白色透明になっている。後麹に

おいては第5径脈と中脈をむすぶ横脈，中脈と第1肘脈をむすぶ横脈は消失し白色透明である。

腹部背面は暗褐色で，下面は黄褐色をしている。第6，第7腹節の下面(図版1.e， f)には褐色をした

短い刺状突起が 1本ずつある。

第10節と生殖器の形態(図版1.g， h， i)は本種の特徴をしめす。

測定値:雄(体長 16.1mm，前麹長 11.9mm，後麹長 10.9mm)。

b.雌の形態

雌の形態は雄と比較すると生殖器(図版1.j， k)と腹部にいくつかの差が認められる。腹部上面は暗褐色

で， 腹板には黒褐色の細い線状斑がおび状にならび， おぴ状紋を形成する。(この斑紋は生体では暗褐色を

しているみ腹部下回にある刺状突起は，雄では第6，第7腹節にあるが，雌では第 5，第6腹筋にある。ま

た雌の第5腹節側面には小さな葉状突起(図版1.1， m)がある。

測定値:1雄(体長 10.3mm，前麹長 11.1mm，後麹長 10.1mm)。

C. 採集地，採集年月日および採集者
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足柄下郡箱根町仙石原早川上流 2雄 (11.1996， 11. 1996 a)， 1967年5月 23日。秦野市大倉水無川

上流源次郎沢 2雄 (11.2075， 11. 2076)， 1雌 (11.2075 a)， 1968年5月24日。小林採集。

2 ) Rhyacophilα bilobαtαULMER (和名なし)

Rhyacophila bilobata ULMER， 1970， p.84，五gs. 129-130 

RhyacoPhila bilobata : TSUDA. 1940， p. 134 

RhyacoPhila bilobata : TSUDA， 1942， p.245 

RhyacoPhila bilobata : Ross， 1956， p. 121， p.99，五gs. 238 a， 238 c， 238 d， 238 g 

a.雄の形態

頭部(図版2.a， b)は暗褐色で，背面には3対の黄褐色の癌状突起がある。また背面前部にも 1つの黄褐

色の癌状突起がある。各癒状突起には黄褐色の長い剛毛がはえている。単眼はある。

触角(図版2.a， b)は暗褐色で，その長さは前麹長よりわずかに短く，基節はほかの節より長く太い。

小限、集(図版 2.b)は灰黄色で5節よりなり，第1‘第2節はほぼ同長で， ほかの節より非常に短い。第

3，第4および第5節はほぼ同長で，第5節はまがりやすくない。

下唇髪(図版2.b)は灰黄色で3節よりなり，第 1，第2節はほぼ同長である。

胸部背面は暗褐色で，下面は灰黄色をしている。前胸背面には対の癌状突起があり，中・後胸背函には突

起がない。

肢は全体的には灰黄色で、，距は 3-4-4で暗褐色をしている。各肢とも内側の距は外側の距より長い。各肢

の附節には暗褐色の短毛が密生している。

両麹(図版2.c， d) とも麹膜は灰色で半透明であるが，亜前縁室の先端部は暗褐色で縁紋を形成する。膜

面をおおっている軟毛が暗褐色をしてい

るため，肉眼では両麹とも暗褐色にみえ

る。麹脈は暗褐色であるが，前麹では第

5腔節 (R.) と中脈 (11)をむすぶ横脈，

中脈と第1肘脈 (CU，)をむすぶ横脈お

よび瞥脈 (A)の先端部の脈は消失し白

色透明である。後麹においては中脈と第

1肘脈をむすぶ横脈，第5腔節と中脈を

むすぶ横脈は消失し白色透明である。

腹部は全体的に暗褐色であるが，背面

は腹面よりやや濃く，黒色無定形の斑紋

が多数ある。腹部下面には突起がない。

第10腹節および生殖器(図版 2.e， f， g) 

はよく発達し，ヌド種の特徴をしめす。

測定値:雄(体長 6.2mm， 前麹長

8.2mm，後麹長 7.8mm)。 図 4 Rhyacophila .bilobataの分布
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図 5 RhyacoPhila clemensの分布

Rhyacothila clemens: TSUDA， 1942， p. 246 

b.雌の形態

雌は雄にほとんど似ている。生殖器の

形態については破損していたため図解す

ることができなかった。(測定も破損の

ため不可能であった。後日の調査で明ら

かにするつもりであるL

c.採集地，採集年月日および採集者

秦野市大倉水無川上流源次郎沢 4雄

(M. 2071，乱1.2131，乱1.2134，乱1.2134

a)， 1雌 (M.2071 a)， 1968年5月 24

日。小林採集。

3) Rhyacophilαclemens TSUDA 

(和名なし)

R均yacophilaclemens TSUDA， 1940， 

p. 123， figs. 6ー7

RhyacoPhila clemens: Ross， 1956， p.87， p.118，五gs.193 a， 193 b， 193 c， 193 e 

RhyacoPhila clemens: KOBAYASHI， 1968， p.1 

a.雄の形態

頭部(図版3.a， b)は黄褐色で，背面には3対の灰黄色の癌状突起があり，背面前部にも 1つの灰黄色の

癌状突起がある。各癒状突起には長い黒褐色の剛毛がはえている。単眼はある。

触角(図版3.a， b)は黄褐色で，その長さは前麹長とほぼ同長で，基節は他の節より太くて長い。

小腿髪(図版 3.b)は灰黄色で5節よりなり，第1と第2節はひじように短く，第3節は最も長く，第4

と第5節はほぼ同長で，第5節は曲りやすくない。

下唇髪(図版3.b)は淡黄褐色で 3節よりなり，第1節は第2節より短く，第2と第3節はほぼ同長で

ある。

胸部は黄褐色で，前胸背面には2対の癒状突起があり，中楯板にも 1つの癌状突起がある。

肢は淡黄褐色であるが，中肢腔節はほかの各節より密に黒褐色の毛でおおわれている。距は 3-4-4で，各

肢における内側の距は外側の距より短い。

前麹(図版3.c， d) とも麹膜は淡黄褐色で半透明であるが，前麹においては亜前縁室の基部と先端および

経脈 (R)にそった両側の趨膜は黄褐色で斑紋を形成している。後麹においても前麹と同じ部分に斑紋があ

るが，色は淡く不透明である。

麹脈は両麹とも黄褐色で，前麹における麹脈は太いが，第5腔脈 (R.)と中脈 (M)をむすぶ横脈，中脈

と第l肘脈(CU1)をむすぶ償脈および瞥脈 (A)の先端は消えて白色透明である。 後麹においては第5腔

脈と中脈をむすぶ横脈，中脈，第3中脈 (M3) と肘脈 (Cu)をむすぶ横脈および第2肘脈 (Cu2) は消えて
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白色透明である。

腹部背面は淡黄褐色で，一面に黒褐色の多数の不定形紋がある。腹部下面は淡黄褐色で，第5腹節の側面

(図版3.e)は突出し，側方からみると葉状突起のようにみえる。また第7腹節下面には 1本の刺状突起が

ある。

生殖器(図版5.f， g， h)はよく発達し本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 6.9mm，前麹長 7.3mm，後麹長 6.1mm)，。

b.雌の形態

雌の形態は雄の形態とほとんどかわりないが，麹の形において差があり，雄においてはずんぐりしている

が，雌では幾分細い。腹函刺状突起は第 6 腹節にある。生殖~(図版 3. j)は細〈長い。

測定値:雌(体長 7.0mm，前麹長 7.3mm，後麹長 6.3 mm)。

c.採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡，山北町中}II}II支流悪沢， 1雄 (M.2062) 1967年5月17日。足柄下郡箱根町仙石原早川上流，13雄

(M. 2003， M. 2003 a， M. 2003 b， M. 2003 c， M. 2003 d， M. 2003 e， M. 2011， M. 2011 a， M. 2011 b， 

M. 2036， M. 2036 a， M. 2036 b， M. 2036 c)， 1雌 (M.2036 d)， 1967年5月23日。 秦野市大倉水無

川上流源次郎沢 1雄 (M.2118)， 1968年5月24日。津久井郡津久井町早戸川上流蛙沢 4雄 (M.2089， 

M. 2093， M. 2099， M. 2101)， 1968年6月4目。足柄上郡山北町中川}!I上流白石沢， 11雄 (M.2460. 

M. 2460 a， M. 2460 b， M. 2460 c， M. 2460 d， M. 2460 e， M. 2460 f， M. 2460 g， M. 2460 h， M. 

2460 i， M. 2460 j)， 1970年6月29日。小林採集。

4) Rhyacophila nigroeephala IWATA (和名なし)

R有yacophilanigrocephala IWATA， 1927， p.217，五gs.1， 37， 38 

RhyacoPhila modesta TSUDA， 1940， p. 129， fig. 16 

Rわ町ophilamodesta : TSUDA， 1942， p. 247 

Rhyacobhila nigrocφhala : Ross， 1956， p. 107， p. 122， fig. 266 a 

a.雄の形態

頭部(図版 4.a， b)は黒褐色で，その背面には3対の灰黄色の癒状突起がある。また顔面上部にも 1つの

灰黄色の癌状突起がある。各癒状突起には長い黄禍色の剛毛がはえている。単眼はある。

触角(図版 4.a， b)は黒褐色で，その長さは前麹長の約%位で，基節はほかの節より太く長い。

小服、教(図版 4.b)は黒褐色で5節よりなり，第1と第2節はほぼ同長で，他の節より非常に短く，第3

節は最も長い。第4と第5節はほぼ同長で，第5節は曲りやすくない。下唇重量(図版 4.b)は黒禍色で3節

よりなり 3節ともほぼ同長である。

胸部は黒褐色で，前胸背面には2対の、癌状突起があり，中循板にも 1つの大きな癌状突起がある。各癌状

突起には黄褐色の長い剛毛がはえている。

肢の色は各肢によって異なり，前肢と中肢では基節および腿節，後肢では基節が黒褐色で，その他の節は

乳白色をしている。距は3-4-4で，いずれも黒禍色をしている。各肢とも外側の距は内側の距より短い。ま
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図 6 Rhyacophila nigrocψhalaの分布

た各肢とも腿節をのぞく各節には，黄褐

色の刺がまばらにはえている。

両麹(図版 4.c， d) とも麹膜は淡褐色

半透明であるが，亜前縁室と腔脈室の先

端部は色がほかの部分よりこく，黄褐色

の縁紋を形成している。また前麹におい

ては腔脈にそった両側の腹膜は濃色をし

ている。麹脈は黄褐色であるが，前麹に

おいては，第5腔脈 (R5) と中脈 (M)

をむすぶ横脈，中脈と肘脈 (Cu)をむす

ぷ横脈および第1轡脈 (A.)の先端部は

消失し白色透明になっている。後麹にお

いては中脈と第1腎脈にそった麹膜は乳

白色である。麹脈では第2中脈 (M2) と

第3中脈 (Ms)の分枝脈は消失し白色透

明になっている。

腹部は灰黄色で，背面には不定形の黒褐色の斑紋を多数散布している。側背膜には網目状の斑紋がある。

第5腹側面(図版 4.e， f)には1つの葉状突起があり，また第7腹節下面に1つの刺状突起がある。

生殖器(図版 4.g，h，i)はよく発達し，その形態は本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 7.0mm，前麹長 8.5mm，後麹長 7.0mm)。

b.雌の形態

雌の形態は雄の形態とほとんど差がない。生殖器の形態は図版4の j，kに示すとおりである。

測定値:雄(体長 8.0 mm，前麹長 9.0mm，後麹長 7.7 mm).， 

c.採集地，採集年月日および採集者

愛甲郡清川村温水川上流 2雄 (M.2458， M. 2458 a)， 1969年6月12目。秦野市大倉水無川上流 5

雄(M.2455， M. 2455 a， M. 2455 b， M. 2455 c， M. 2455 d)， 1雌 (M.2455 e)， 1970年6月17日。

小林採集。、

5) Rhyacophila kawamurae TSUDA カワムラナガレトピケラ

Rhyacophila kawamurae TSUDA， 1940， p. 130，五g. 17 

Rhyacophila kawamurae : TSUDA， 1942， p. 247 

Rhyacophila kawamurae : Ross， 1956， p. 105， p. 122 

a.雄の形恕

頭部背面(図版 5.a)は黒褐色で，灰黄色の2対の癒状突起がある。 頭部背面前部にも大きな灰黄色の

癌状突起が1つある。単限はある。

触角(図版 5.a， b)は褐色で，その長さは前麹長より短く，基節は他の節より長くて太い。



小服疑(図版 5.b) は淡褐色で5節

よりなり，第lと第2節は短くほぼ同長

で，第3と第5節もほぼ同長である。第

5節は曲りやすくない。

下唇努(図版 5.b)は淡褐色で3節よ

りなり 3節ともほぼ同長である。

胸部は黒褐色で，前胸背面には1対の

癌状突起がある。中・後胸背面には癒状

突起はない。

肢は淡黄褐色であるが，基節は黒褐色

をしている。距は 3-4-4で，外側の距は

内側の距より短い。中・後肢の附節には

刺がまばらにはえている。

両麹(図版 5. c， d) とも麹膜は淡黄

褐色半透明であるが，前麹においては腔

脈 (R)にそった阿側と，亜前縁室の先
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図 7 Ryacothila kawamuraeの分布

端部は編色である。両麹とも麹脈は褐色であるが，前麹においては第5腔脈 (Rs) と中脈 (M)をむすぶ横

脈， 中脈と肘脈 (Cu)をむすぶ横脈および腔脈 (A)の先端部は消失し白色透明である。後麹においては

第5腔脈と中脈をむすぶ横脈および中脈の分校部の脈は消失し白色透明である。

腹部は黄褐色で，背面には黒褐色の不定形の斑紋が多数ある。腹部下函には刺状突起がないが，第5腹部

側面(図版 7.e)には葉状突起がある。

生殖器(図版 5.f， g， h)はよく発達しだ本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 6.5mm，前麹長 8.5 mm，後麹長 7.3mm)。

b.雌の形態

雌の形態は生殆器(図版 5.i， j) をのぞいてほとんど差がない。

測定値:I雌(体長 6.5mm，前麹長 8.0mm，後麹長 6.7mm).。

C. 採集地，採集年月日および採集者

足柄下郡箱根町仙石原早川上流 2雄 (M. 2041， M. 2042)， 1雌 (M. 2041 a)， 1967年5月12日。 3

雄 (M. 1999， M. 2008. M. 2182)， 1雌 (M.1999 a)， 1967年5月23日。足柄上郡山北町中川川上流悪

沢 9雄 (M.2060， M. 2060 a， M. 2060 b， M. 2060 c， M. 2060 d， M. 2060 e， M. 2060 f， M. 20 

60 g， M. 2060 h)， 1967年5月 17日。足柄上郡山北町第沢， 20雄 (M.2021， M. 2021 a， M. 2021 b， 

乱1.2021 c， M. 2021 d， M. 2021 e，乱1.2021 f，乱1.2021 g， M. 2021 h， M. 2029， M. 2029 a， M. 

2029 b， M. 2029 c， M. 2029 d， M. 2030， M. 2030 a， M. 2030 b， M. 2030 c， M. 2030 d， M. 2030 

e)， 4雌 (M. 2029 e， M. 2029 f， M. 2029 g， M. 2030札 1967年5月18日。足柄上郡山北町玄倉川上

流鏑割沢 2雄 (M.2016， M. 2016 a)， 1967年6月31日。秦野市大倉水無川上流 5雄 (M.2456， M. 

2456 a， M. 2456 b .M. 2456 c， M. 2456 d)， 2雌 (M.2456 e， M. 2456 f)， 1970年6月17日O 小林採
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集。

6) Rhyaceophila transquilla TSUDA (和名なし)

Rhyacophila transqullia TSUDA， 1940， p. 131，五g. 18 

R再yacophilatransquilla : TSUDA， 1942， p. 247 

Rhyacophila transquilla : Ross， 1956， p. 79， p. 120，五g. 231 a 

a.雄の形態

頭部(図版 6.a， b)は黒禍色で，背面には3対の灰黄色の癌状突起があり，頭部背面前部にも 1つの大

きな灰黄色の癌状突起がある。各痛状突起には，長い黄褐色の剛毛がはえている。単眼はある。

触角(図版 6. a， b)は黒褐色で， その長さは前麹長とほぼ同長であり，基節はほかの節より太くて長

U 、。

小限努(図版 6.b)は5節よりなり， 第5節は黒褐色であるが， その他の節は黄白色をしている。第1

と第2節はほぼ同長でほかの節より短い。第4と第5節はほぼ同長で，第3節は最も長い。第5節は曲りや

すくない。

下唇髪(図版 6.b)は3節よりなり各節ともほば同長で，小限祭より色は幾分うすい。

胸部背面は黒褐色で，前胸背面には 1対の癌状突起がある。中楯板にも 1つの矯状突起がある。

肢は全体的に黄白色であるが，中・後肢の基節は黒禍色で，前縁に剛毛を列生する。距は 3-4-4で，外仮!J

の距は内偵IJの距より短い。

両麹(図版 6.c， b) とも麹膜は灰色で半透明であるが，前麹においては直前縁室の先端部は黄褐色で縁

紋を形成し，また第 1腔脈 (R1) が通る麹膜は黄褐色である。後麹においては亜前縁室の先端部は黄褐色で

図 8 Rhyacophila transquillaの分布

縁紋を形成している。麹脈は両麹とも黄

禍色で太いが，前麹においては中脈(M)

と第1肘脈 (CU1) をむすぶ横脈および

第2肘脈(CU2)の先端部は消失し白色

透明である。後麹においては第5腔脈

(Rs)と第1中脈 (M1) をむすぶ横脈お

よび中脈は白色透明である。

腹部は黄褐色で，背面には不定形の黒

褐色の斑紋が多数散布する。第6と第7

腹節下函(図版 6.e)には小さな刺状突

起がある。

生殖器(図版 6.f， g， h)はよく発達

し，その構造は本種の特徴をしめしてい

る。

測定値:雄(体長8.2mm，前麹長9.8

mm，後麹長 8.8mm)。
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b.雌の形態

雌の形態は雄の形態とほとんど差がないが，雌では第6腹節下面(図版6.i)に刺状突起がある。生殖器

(図版 6.j， k)はそれほど発達していない。

測定値:雌(体長 8.3mm，前麹長 9.0mm，後麹長 7.7mm)，。

C. 採集地，採集年月日および採集者

足柄下郡箱根町仙石原早川|上流， 14雄 (M.1993， M. 1998， M. 2043， M. 2051， M. 2051 a， M. 

2051 b， M. 2051 c， M. 2051 d， M. 2051 e， M. 2051 f， M. 2067， M. 2067 a， M.却67b， M. 2067 

c)， 1967年5月12日。足柄上郡山北町中川川上流悪沢， 15雄 (M.2055， M. 2055 a， M. 2055 b， M. 

2055 c， M. 2055 d， M. 2057， M. 2057 a， M. 2057 b， M. 2057 c， M. 2057 d， M. 2058， M. 2058 a， 

M. 2058 b， M. 2058 c， M. 2058 d)， 1967年5月17日。足柄上郡山北町中川川上流箸沢 14雄 (M.

2019， M. 2019 a， M. 2019 b， M. 2019 c， M. 2019 d， M. 2020， M. 2027， M. 2027 a， M. 2027 b， 

M. 2027 c， M. 2027 d， M. 2027 e. M. 2027 f， M. 2027 g)， 2雌(M.2027 h， M. 2027 i )， 1967年5

月18日。小林採集。

7. Rhyacophila kisoensis TSUDA キソナガレトピケラ

Rhyacophila kisoensis TSUDA， 1940， p. 132，五g.19 

Rhyacophila kisoensis : TSUDA， 1942， p. 246 

RhyacoPhila kisoensis : Ross， 1956， p.97， p.120，五gs.229 a， 229 d 

a.雄の形態

頭部(図版7.a， b)は黒褐色で，背面には灰黄褐色をした2対の癌状突起がある。また頭部前部にも 1つ

の癌状突起がある。各癒状突起には淡黄

褐色をした長い剛毛がはえている。単限

はある。

解角(図版 7.a， b)は淡黒褐色で，そ

の長さは前麹長とほぼ同長で，基節はほ

かの節より太くて長い。

小腿援(図版 7.b) は淡黄褐色で 5

節よりなり，第1と第2節はほぼ同長で，

ほかの節より短い。第3節は最も長く，

第4節と第5節はほぼ同長である。第5

節は曲りやすくない。

下唇費量(図版 7.b)は淡黄褐色で 3

節よりなる。基節はほかの節より短<，

第2と節3はほぼ同長である。

胸部は黒褐色で，中楯板には 1つの癌

状突起がある。 図 9 Rhyacophila kisoensisの分布
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肢の基節は前・中・後肢とも黒褐色で，ほかの節は淡黄褐色である。距は 3-4-4で，内側の距は外側の距

より長い。各肢とも基節をのぞく各節には数本の刺がある。

両麹(図版 7.c， d)とも麹膜は乳白色で半透明である。前麹においては亜前縁室の先端部に黄褐色をし

た多数の鱗片がある。また前縁室と亜前縁室はほかの部分より濃く毛でおおわれている。麹脈は淡黄褐色で

あるが，第5腔脈 (R;) と中脈 (M)をむすぶ横脈，中脈と肘脈 (Cu)をむすぶ横脈および磐脈 (A)の

先端部は消失し白色透明である。

後麹においては亜前縁室先端部に黄褐色をした多数の鱗片がある。麹脈は淡黄褐色であるが，第1腔脈

(R1) と第2腔脈 (R2) をむすぶ横脈，第5腔脈 (R5) と第l中脈 (M1) をむすぶ横脈および中脈 (M) と

肘脈 (Cu)をむすぶ横脈は消失して白色透明である。

腹部は黄褐色で，背面には不定形の黒斑が多数ある。下面には刺状突起の発達がみられない。

生殖器は(図版 7.e， f， g)はよく発達し;本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 8.0mm，前麹長 8.5mm，後麹長 7.3mm)。

b.雌の形態

雌の形態はほとんどの点において，雄の形態と差がない。生殖器の構造は図版 7.h， iにしめすとおりで

ある。

測定値:J雄(体長 8.2mr弘前麹長 8.5 mm，後麹長 7.4mm)。

C. 採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡山北町中川川上流箸沢 7雄 (M.2023， M. 2023 a， M. 2023 b， M. 2023 c， M. 2023 d， 

M. 2023 e， M. 2023め 2雌 (M.2023 g， M. 2023 h)， 1967年5月18日。足柄下郡箱根町仙石原早川

上流， 12雄 (M.2033， M. 2033 a， M. 2033 b， M. 2033 c， M. 2034， M. 2034 a， M. 2034 b， M. 

2034 c， M. 2034 d， M. 2034 e， M. 2034 f， M. 2037)， 5雌 (M.2033 d， M. 2033 e， M. 2033 f， 

M. 2033 g， M. 2033 h)， 1967年5月12日， 5雄 (M.1994， M. 2000， M. 2000a. M. 2∞o b)， 3雌
(M. 2001， M. 2001 a， M. 2001 b)。小林採集。

8. Rhyacophila hayakawai KOBA Y ASHI ハコネナガレトピケラ(新称)

RhyacoPhia hりaka即aiKOBAYASHI， 1969， (2) pp.18-19 

a.雄の形態

頭部(図版 8.a， b)は黒褐色で.背面には3対の灰黄色の癌状突起があり.頭部背面前部にも 1つの灰

黄色の箔状突起がある。各癌状突起には長い黒褐色の剛毛がはえている。単眼はある。

触角(図版 8.a， b)は黄禍色で.その長さは前麹長の約%で，基節はほかの節より長くて太い。

小腿重量(図版 8.b)は黄褐色で5節よりなり.第1と第2節はほぼ同長で.ほかの節より短い。第3節は

最も長く.第4と第5節はほぼ同長である。

下唇重量(図版 8.b)は黄褐色で 3節よりなり， 3節ともほぼ同長である。

胸部は黒褐色で，前胸背面には2対の癌状突起があり，中楯板にも 1つの癌状突起がある。

肢は全体的に黄褐色であるが，基節だけは黒褐色である。距は 3-4-4で，外側の距は内側の距より短い。



両麹(図版 8.c， d) とも麹膜は淡黄褐

色で.半透明であるが.前麹においては

第1麹端室は褐色で.後麹においては亜

前縁室の先端部は黄褐色をしており縁紋

を形成する。麹脈は両麹とも黄褐色であ

るが，前麹においては第5腔脈 (Rs)と

中脈 (M)をむすぶ横脈，中脈と第1肘

脈 (Cu，)をむすぶ横脈および第2肘脈

(Cu2) の先端部は消失し白色透明であ

る。

前趨においては前縁室および亜前縁室

にかけて銀白色をした毛のはえた部分が

あり.これが数個の斑紋を形成する。ま

た肘脈室 (Cur) と啓室 (ar)にも数個

の白色の斑紋がある。

腹部は黄褐色で，背函には不定形の黒

(1η 

図 10 Rhyacothila hayakawaiの分布

色の小さな斑紋が多数あり.腹片には網目状の模様がある。また第5腹節下面(図版 8.e)には側面からみ

ると葉状の突起があり.第7腹節下面(図版 8.f)には刺状の突起がある。

生殖器(図版 8.g，h，i)はよく発達し本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 8.5mm，前麹長 10.0 mm，後麹長 8.0mm)o 

b.雌の形態

雌は本調査において採集することができなかったため.機会をみて調査し後日記載をおこなう予定であ

る。

c.採集地，採集年月日および採集者

足柄下郡箱根町仙石原早川上流. 6雄 (M.2025， M. 2039， M. 2040， M. 2045， M. 2047， M. 2050)， 

1968年5月12日。小林採集。

9. Rhyacophila nakagawai KOBA YASHI ナカガワナガレトピケラ(新称)

Rhyacothila nakagawai KOBAYASHI. 1969， (2) pp.17-18， pl. 3，五gs.a-b 

3. 雄の形醸

頭部(図版 9.a， b)は暗褐色で.背函には3対の灰黄色の癌状突起があり.頭部背面前部にも 1つの灰黄

色の癌状突起がある。各癒状突起には黄褐色の長い剛毛がはえている。単眼はある。

触角(図版 9.a，b)は暗禍色で.その長さは前麹長とほぼ同長で，基節に近い各節は円筒状であるが.先

端にゆくにしたがって各節は扇平になっている。基節はほかの節より長くて太い。

小腿髪(図版 9.b)は黒褐色で 5節よりなり.第1と第2節はほかの節より非常に短くて太い。第3節

は最も長く，第4と第5節はほぼ同長である。第5節は曲りやすくない。
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図 11 RhyacoPhila nakagawaiの分布

下唇要員(図版 9.b)は黒禍色で 3節

よりなり.基節はほかの節より短<，第

2と第3節はほぼ同長である。

胸部背面は黒褐色で，前胸背面には2

対の癌状突起があり，中楯板にも 1つの

癌状突起がある。

肢は各節により色が異なり.基節およ

び腿節は暗褐色で.腔節と鮒節は黄褐色

をしている。距は3-4--4で.内側の距は

外側の距より長い。

両麹(図版 9.c， d)とも麹膜は淡黄

褐色で半透明であるが司亜前縁室の先端

部は黄褐色で縁紋を形成する。麹脈は両

麹とも黄褐色であるが.前麹では第5腔

脈 (R5) と中脈 (M)をむすぶ横脈.中

脈と第1肘脈 (CU1) をむすぷ横脈およ

ぴ第2肘脈(CU2)の先端部は消失し白色透明である。後麹においては第5腔脈と中脈をむすぷ横脈.中脈

の一部.中脈と肘脈 (Cu)をむすぶ横脈および第2肘脈の一部は消失し白色透明である。

腹部背面は黄褐色で不定形の黒斑が多数ある。下面は黄褐色で，第7腹節下面には刺状突起がある。

生殖器(図版 9.e， f， g)はよく発達し.本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 9.0rnrn，前麹長 9.0rnrn，後麹長 8.5rnrn). 

b.雌の形態

雌は今回の調査では採集することができなかったため.採集する機会をみつけ後日記載する予定であるo

C.採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡山北町中川川上流， 1雄 (M.2028) ， 1967年5月18日。 秦野市大倉水無川上流源次郎沢 3

雄(M.2121， M. 2125， M. 2129)， 1968年5月24日。小林採集。

10. Rhyacophilαmorokuboensis KABAYASHI モロクボナガレトピケラ(新称)

Rhyacophila mOTokuboensis KOBA Y ASHlo 1971， (4) pp. 2-3， pl. 2 

a.雄の形態

頭部(図版1O.a，b)は暗褐色で. 背面には3対の灰黄色の癌状突起があり. 頭部背面前部にも 1つの大

きな灰黄色の癌状突起がある。各癌状突起には長い黒褐色の剛毛がはえている。単眼はある。

触角(図版1O.a，b)は淡褐色で.その長さは前麹長とほぼ同長で，基節はほかの節より太くて長い。

小臆毅(図版1O.b)は淡黄褐色で5節よりなり， 第1と第2節はほかの節より非常に短い。第3節は最

も長く.第4と第5節はほぼ同長である。第5節は曲りやすくない。

下唇重量(図版 10.b)は淡黄褐色で 3節よりなI.J.第1節はほかの節より短仁 第2と第3節はほぼ同



長である。

胸部背面は黒褐色で、前胸背面には2

対の癌状突起があり.中繍板にも 1対の

大きな癒状突起がある。また中胸片には

H型をした癌状突起がある。

肢は淡黄褐色している。距は 3-4-4で，

内側の距は外側の距より長い。

両麹(図版 10.c， d) とも麹肢は灰色

で不透明であるが，亜前縁室の先端部は

淡偶色で縁紋を形成している。阿麹とも

麹脈は黒褐色で、前麹では第5腔脈

(Rs) と中脈 (M) をむすぶ横脈，中脈

と第1肘脈 (CUl) をむすぶ横脈および

第2肘脈の先端部は消失し白色透明であ

る。後麹においては第5腔脈と中脈をむ

すぶ横脈，中脈の中央部.中脈と第1肘 図 12 RhyacoPhila morokuboensisの分布

脈をむすぶ横脈および第2肘脈 (CU2) の中央部は消失し白色透明である。

(19) 

腹部は淡黄褐色で，背面には黒禍色の不定形の班点が多数ある。腹部第5、第6および第7節下面(図版

10. e)には突起があり，第5節にある突起は癌状で，第6と第7節にある突起は刺状で，第7節の突起は特

に長い O

生殖器(図版 10. f， g， h)はよく発達し本種の特徴をしめしている。

測定殖:雄(体長 7.1mm，前麹長 9.3mm，後麹長 8.0mm)u

b.雌の形態

雌は今回の調査では採集することができなかった。将来，採集ができた時.記載する予定である。

C. 採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡山北町中川川上流モロクボ沢 1雄 (M. 2464)， 1970年6月29日。小林採集。

11. Rhyαcophila shiraishiensis KOBA Y ASHI シライシナガレトピケラ(新称)

R紗acoPhilashiraishiensis KOBA Y ASHI， 1971， (4) pp. 1.2， pl. 1 

a.雄の形態

頭部(図版 11.a， d)は黒褐色で， 背面には3対の灰黄色をした癌状突起があり. 背函前部にも lつの大

きな癒状突起がある。各癒状突起には黒褐色の長い剛毛がはえている。単|限はある。

触角(図版 11.a， b)は黒備色で.その長さは前麹長よりやや短い。基節はほかの節より長くて太い。

小限努(図版 11.b)は灰黄色で5節よりなり，基部の2節はほかの節より非常に短い。 第3節は最も長

u、。

下唇費量(図版 11.b)は灰黄色で 3節よりなり，各節の長さはほぼ同長である。
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胸部は黒褐色で.前胸背面には2対の

癌状突起があり，中楯板にも 1つの痛状

突起がある。

肢は灰黄色で.距は 3-4-4であり.外

側の距より短い。

両麹(図版 11.c， d)の麹膜は灰色

で半透明であるが.前麹においては亜前

縁室の先端部は黒禍色で縁紋を形成し.

腔節にそった膜面も黒褐色をしている。

後麹においては亜前縁室の先端部はやや

色がこくなっている。麹脈は両麹とも黒

縄色であるが.前麹においては第5腔脈

(R5) と中脈仰のをむすぶ横脈，中脈

と第1肘脈 (Cu，)をむすぶ横脈および

第2肘脈 (Cu2) の先端部は消失し白色

図 13 Rhyacophila shiraishiensisの分布
透明である。後麹においては第5腔脈と

中脈をむすぶ横脈，中脈の基部，中脈と肘脈 (Cu)をむすぶ横脈および第2肘脈 (Cu2) は消失し白色透明

である。

腹部は淡黄褐色で，背面には黒褐色の不定形をした多くの班点、がある。腹部第6と第7節下面(図版 11.

e)には刺状突起がある。

生殖器(図版 11.f， g， h)はよく発達し.その構造は本種の特徴をしめす。

測定値:雄(体長 6.5mr弘前麹長 7.5mm.後麹長 6.5 mm).， 

b.雌の形態

雌については.雌の個体らしき標本は得たが，交尾現象を確認することができなかったため.本種の雌で

あるこということを認めることができず記載は今後に残された。

c.採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡山北町中)II}II上流白石沢 4雄 (M. 2463， M. 2463 a， M. 2463 b， M. 2463 c)， 1970年7月

29日。小林採集。

2. Fam. Philopotamidae Wallengren カワトビケラ科

Philopotamidae WALLENGREN， 1891， 24(10)， p. 143 

Philopotamidae : ULMER. 1907， (60a)， p. 195 

Philopotamidae : TSUDA， 1942， p. 255 

Philopotamidae : MOSEL Y & KIMMINS， 1953， pp. 385-386 

Philopotamidae : Ross， 1956， p. 24 

肢にある距の数は属によってことなり 2-4-4の種， 1-4-4の種， 3-4-4の種などがある。単眼はある。
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小腿費量は5節よりなり.基節は短く.未端節は環節の集まりからできており比較的長い。また第1，第

2，第3および第4節の長さは属によって異なる。前麹の趨端室の数はいろいろで.第1，第2，第3，第

4および第5麹端室のある種.または第1，第2，第3および第5麹端室のある種などがみられる。後麹に

おいても同様で.第1，第2，第3および第5麹端室のある種.また第2，第3および第5麹端室のある種

などがある。中室 (d.c)は両麹につねに存在する。前麹においては前縁室に1本の横脈があり. 亙前縁脈

(Sc) と腔脈 (R)の聞には普通傾斜した横脈がある。

12. Dolophilodes japonica (BANKS) タニガワトピケラ

Philopotamidae japonica BANKS， 1906， p. 111 

Dolophilodes exscisus : MARTYNOV， 1933， p. 140， figs. ，2-4 

Dolophilodes exscisus : TSUDA， 1939， p. 295 

Dolophilodes exscisus : TSUDA， 1942， p. 255 

Dolophilodes japonica (BANKS) : Ross， 1956， p. 59 

8.雄の形態

頭部(図版 12.a， b)は暗禍色で.背面には3対の灰黄色の癌状突起があり，頭部背面前部にも 1つの灰

黄色の癌状突起がある。各癒状突起はいずれも長い黒褐色の剛毛がはえている。単限はある。

触角(図版 12.a， b)は暗褐色で.その長さは前麹長とほぼ同長である。基節はほかの節より太くて長

い。また基節と第2節をのぞくほかの節は扇平である。

小腿媛(図版 12.b)は淡黄褐色で5節よりなり.第1節はほかの節より非常に短<，第2節と第4節は

ほぼ同長である。第3節は第2節のほぼ2倍で.第5節はほかの節より細く先端が細くなり.長さは第2，

第3および第4節をあわせた長さとほぼ

同長である。また第5節は環節でできて

いて曲りやすい。

下唇毅(図版 12.b) は淡黄褐色で3

節よりなり.第1と第2節はほぼ同長で

ある。第3節は第1節の約2f告で.基部

は太く先端にかけて細くなる。

胸部は暗褐色で，前胸背面には2対の

癌状突起がある。中楯板にも 1つの癌状

突起がある。

肢は暗褐色で.距は2-4-4である。各

肢とも内側の距は外側の距より長い。

両麹(図版 12.c， d) とも麹膜は淡

黄褐色で半透明であるが.前麹において

は亜前縁室の先端部が.ほかの部分より

色が濃く縁紋を形成する。また前縁室. 図 14 Dolophilodes japonicaの分布
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亜前縁室.腔脈室.第2先端室および軍事室などに白色透明な斑紋が数個ある。後麹は前麹とほぼおなじ幅を

している。斑紋はない。麹脈は両麹とも賛褐色で.前麹においては中室 (d.c)を閉じている横脈. 第5肘

脈(CU2) と中脈 (M)をむすぶ横脈，中央室 (m.c)を閉じる横脈.中脈の分枝部および第1啓脈 (A1)

の先端部は消失し白色透明である。 後麹においては中室 (d.c)を閉じる横脈.第5腔脈と中脈をむすぶ横

派.中脈の分校部および中央室 (m.c)を閉じる横脈は消失し白色透明である。

腹部は黒褐色で.各節背面(図版 12.めには1対の褐色の凹みが八字型にならび，その後方には1対の

淡黄褐色の斑紋があり.その斑紋には剛毛がはえている。

生殖器(図版 12.f， g， h)はよく発達し，その構造は本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 5.7mm，前麹長 6.1mm，後麹長 5.7mm)"

b.雌の形態

雌の形態はほとんど雄の形態と同じであるが.触角の各節基部に黒禍色の軟毛がはえているため.全体を

みるとシマ状の斑紋のある触角にみえる。雌の後麹の亜前縁室の先端部は色が濃く縁紋を形成する。生殖器

(図版 12.i. j)はよく発達し外部に突出する。

測定値:J雌(体長 6.7mm，前麹長 7.0mm‘後麹長 6.2 mm)" 

c .採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡山北町中)IIJII上流悪沢.15雄 (M.2014， M. 2014 a， M. 2014 b， M. 2014 c. M. 2059. M. 

2059 a， M. 2059 b， M. 2059 c， M. 2059 d. M. 2059 e， M. 2059 f， M. 2059 g， M. 2059 h， M. 205 

9 i， M. 2064)， 1967年5月17日。泰野市大倉水無川上流源次郎沢 2雄 (M.2117， M. 2130)， 1968年5

月24日。津久井郡早戸川上流蛙沢， 3雄 (M.2092， M. 2094， M. 2103)" 1968年6月4孔小林採集。

13. Kisαura kisoensis (TSUDA)キソタニガワトピケラ

Dolophilodes kiso出 sisTSUDA， 1939， p. 296， figs. 1，2 

Dolophilodes kisoensis : TSUDA， 1942， p. 255 

Kisaura kisoensis (TSUDA) : Ross， 1956， p. 57 

a.雄の形態

頭部(図版 13.a， b)は暗褐色で.背面には灰黄色の3対の癒状突起があり，背面前部にも 1つの灰黄色

の癒状突起がある。各癌状突起には長いntf禍色の剛毛がはえている。単11良はある。

触角(図版 13.a， b)は灰黄色で，その長さは前麹長とほぼ同長で，基節はほかの節より太く.第2節は

ほかの節より短い。基節および第2節をのぞいて.各節の基部に暗褐色の軟毛がはえ，斑紋を形成している

ため.触角はシマ模様をもっているようにみえる。

小腿祭(図版 13.b)は灰黄色で5節よりなり.第1節はほかの節より非常に短い3 第2節は第4節とほ

ぼ同長で，第4節は第3節より長い。第5節は第3節よりやや長く先端部は細くなり曲りやすい。

下唇努(図版 13.b)は灰黄色で3節よりなり，第1節は第2節よりやや短く，第3節は第2節より長

く，先端部は細くなっている。

胸部は附褐色で，前胸背面には2対の灰黄色をした癌状突起があり，中楯板にも lつの暗褐色をした癌状

突起がある。



肢は各肢によって色が異なり.前肢で

は淡褐色であるが，中肢では腔節とm節
はH音褐色で.そのほかの部分は灰黄色で、

ある。後肢では附節のみが.附褐色で，

そのほかの部分は灰黄色である。距は 2

-4-4で. それぞれ暗褐色をしており，

外側の距は内側の距より短いc

両麹(図版 13.c， d) とも麹膜は灰色

で半透明であるが.亜前縁室の先封Mtf~は

灰黄色で縁紋を形成する。麹脈は灰禍色

で，前麹においては中室 (d.c) を閉じ

る横脈.第5腔節 (R.) と中脈爪1)を

むすぶ横脈，中央室 (m.c) を閉じる横

脈および第1軍事脈 (Aj) の先端部は消失

し白色透明である。後麹においては中室

(d. c)を閉じる横脈および第5腔脈と中

脈をむすぶ横脈は消失して白色透明である。
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図 15 Kisaura kisoensisの分布

腹部背面は附褐色で、各節には Dolophilodesjaponica とおなじように八字型の斑紋と灰黄色をしたl

対の斑紋(図版 13.めがある。側片および下函は灰黄色で，第5腹節の側片に大きな白色をした斑紋(図

版 13.e)がある。

生殖器(図版 13.f， g， h)はよく発達し，その構造は本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 6.1 mm，前麹長 6.7mm，後麹長 5.5mm)。

b.雌の形態

雌の形態は雄の形態とほとんど差がない。生殖器は (図版 13.i， j)にしめすとおりである。

測定値:雌(体長 6.0 mm，前麹長 6.8mm，後麹長 6.2mm)。

C. 採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡山北町中川川上流悪沢， 1雄 (M.2061)， 2雌 (M.2010， M. 2013)， 1967年5月17日。足柄

下郡箱根町仙石原早川上流噌 2雄 (M.2009， M. 2012)， 1967年5月23日。津久井郡早戸川上流蛙沢， 1 

雄 (M.2106)， 1雌 (M.2106 a)"小林採集。

14. Chimarrαtsudai Ross (和名なし)

Chimarra tsudai Ross， 1956， pp. 50， 52， 71， 72，五gs.150-151 

a.雄の形態

頭部(図版 14.a，b)は黒褐色で， 背面には黄禍色の3対の癒状突起があり， 背面iJ可昔日には黄褐色のU字

形の癌状突起がある。各癌状突起には黄褐色の剛毛がはえているc 単眼はある O

触角(図版 14.a，b)は黄褐色で. その長さは前麹よりやや短い。基節はほかの節より太くて長く.第2
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図 16 Chimarra tsudaiの分布

節は短かい。先端部の各節は扇平になっ

ている。

小鹿毅(図版 14.b)は淡黄褐色で5

節よりなり.第1節は非常に短い。第2

節は第3節よりやや短かく.第3節と第

5節はほぼ同長である。第4節は第3節

の約Mである。第5節は環節からできて

おり曲りやすい。

下唇重量(図版 14.b)は淡黄褐色で 3

節よりなり.第l節と第2節はほぼ同長

で.第3節は第2節の約2倍あり.先端

部は細くなっている。

胸部背面は黒褐色で.前胸背面には2

対の癌状突起があり.中楯板にも 1つの

癌状突起がある。

肢は淡黄褐色で，距は黒褐色で1-4-4で

あり.外側の距は内側の距より短い。前肢における爪は黒褐色で.ほかの肢の爪より大きい。

両麹(図版 14.c， d)の麹膜は灰黄色で不透明であるが.後麹においては前縁室と亜前縁室の膜上には.

ほかの部分より多く軟毛がはえているため.肉眼でみると斑紋があるようにみえる。両麹とも麹脈は灰黄色

で.前麹においては中室を閉じる横脈.第5腔脈と中室をむすぷ横脈.中央室をとじる横脈および第2肘脈

(CU2)の先端部は消失して白色透明である。 後麹においては中室を閉じる横目m.第5腔脈と中脈をむすぷ
横脈および中脈の分校部は消失し白色透明である。また後麹後縁には長い縁毛がある。

腹部背函は淡黄禍色で.側板は乳白色.腹板は淡黄褐色である。腹部第5節側板面には禍色にふちどられ

た1つの小さい白斑(図版 14.めがある。

生殖器(図版 14.f， g， h)は複雑な構造をしており.その構造は本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 4.4 mm，前麹長 6.0mm 後麹長 4.8 mm)。

b.雌の形態

雌の個体は，今回の調査では採集することができなかったo

C. 採集地，採集年月日および採集者

足柄下郡箱根町仙石原早川上流. 5雄 (M.2046. M. 2046 a. M. 2046 b， M. 2049， M. 2069)， 1967 

年5月12日。 1雄 (M.2177)， 1968年9月4日。小林採集。

15. Wormaldia nabewarinuB KOBAYASHI (和名なし)

Warmaldia nabewarinus KOBA Y ASHI， 1969， (2)， pp. 2O-21，:pl. 4， figs. e-f 

a.雄の形態

頭部(図版 15.a， b)は黒褐色で.背面には灰黄色の癌状突起が3対あり.背函前部にも 1つの嬉状突起



がある。各癒状突起には灰黄色をした剛

毛がはえている。単眼はある。

触角(図版 15.a， b)は前麹長とほぼ

同長で.第1節と第2節は灰黄色で.そ

のほかの節は黒禍色をしている。第1節

はほかの節より長くて太い。

IJ、臆毅(図版 15.b) は黒褐色で5節

よりなり，第1節はほかの節より短い。

第2と第4節はほぼ同長で，第3節は長

く.第2節の約3倍である。第5節は第

3節より長仁環節からできていて曲り

やすく先端はとがっている。

下唇要員(図版 15.b) は灰黄色で3節よ

りなり.第1節と第2節はほぼ同長で.

第3節は長く.第2節の約3倍で曲りや

すく先端はとがっている。
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図 17 Wormaldia nabewarinusの分布

胸部は灰黄色で.前胸背面には灰黄色をした2対の癌状突起があり.中楯板にも 1つの大きな癌状突起が

ある。肢は全体的に灰黄色をしているが.基節は黄褐色をしている。距は2-4-4で.内側の距は外側の距よ

り長い。

両麹(図版 15.c， d)における麹撲は灰黄色をしており.前麹においては前縁室はほかの部分より色がこ

く.そのうえ淡黄褐色の軟毛が密にはえているため.肉眼では斑紋ようにみえる。また後麹においては亜前

縁室はほかの部分より色がこくなっている。麹膜は両麹とも黄土色であるが.前麹においては中室 (d.m)

近くにある横脈，中央室 (m.c)の基部および第2肘脈 (CUz)の先端部は消失し白色透明である。後麹に

おいては中室近くにある横脈および中脈 (M)の基部は消失し白色透明である。

腹部背面と下面は灰黄色で.側板は乳白色をしている。 腹部第7節下商の後縁(図版 15.e，g)は長く突

出している。

生殖器(図版 15.f， g)はよく発達し.その構造は本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 5.0 mm，前麹長 6.0mm，後麹長 5.0mmλ

b.雌の形態

雌の個体は今回の調査では発見できず.記載することができなかったO

L 採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡山北町玄倉川上流鍋割沢. 1雄 (M.2017)， 1967年6月4日o 小林採集。

3. Fam. Stenopsychidae Martynov ヒゲナガカワトピケラ科

Stenopsychidae乱1ARTYNOV，1926， p. 283 

Stenopsychidae : Kuw A Y AMA， 1930， p. 110 
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Stenopsychidae : TSUDA， 1942， p. 256 

Stenopsychidae : KOBA Y ASHI， 1959， p. 347 

Stenopsychidae: KOBAYASHI， 1964， p. 86 

Stenopsychidae: KOBAYASHI， 1968， p. 3 

触角は前麹長より長<，突起の短い鋸歯状で基節は短い。頭部はほぼ四角形で.後方はやや広くなってい

る。複眼は大きく卵形である。小腿髪は5節よりなり，第1と第2節は短く.第3節は非常に長い。第4節

は第2節よりやや長く.第5節はほかの節を合せた長さとほぼ同長である。下唇援は3節よりなり.第1と

第2節は短い。第3節は第1と第2節を合せた長さとほぼ同長である。

前麹は細長く，先端部はやや広くなり，先端は幾分とがっている。 中室(d.c)はつねに閉じている。中央

室 (m.c)は長い。麹端室は1，2， 3， 4および5がある。後麹は前麹より非常に短"幅は前麹の約2倍あ

り，麹膜は半透明である。前縁は弓状に曲り，先端はとがっていない。麹の後部は大きく広がる 3 中室は閉じ

ているが小さい。先端部の麹脈の配列は不規則であるが，かならず麹端室3と5はある。肢の距は Stenopsyche

においては雌雄とも 3-4-4であるが，Parastenopsycheにおいては雄ではか4-4.雌では 2-4-4である。

16. Stenopsyche marmorata NAVAS (和名なし)

Stenopsyche marmorata NAVAS， 1920， p. 164， figs. 9 a-b 

Stenopsyche marmorata : ULMER， 1926， p. 34， p. 41 

Stenopsyche japonica MARTYNOV : 1926， p. 288，五gs.15-17 

Stenopsyche japonica : KUWAYAMA， 1929， p.195，五gs.1A

Stenopsyche japonica : MARTYNOV， 1930， p. 73 

Stenopsyche griseipennis : TSUDA， 1942， p. 256 

Stenopsyche grise争ennis: KIMMINS， 1958， p. 254， fig.2. 

Stenopsyche griseipennis : KOBA Y ASf主1，1959， p.347 

Stenopsyche griseipennis : KOBA YASHI， 1964， p. 86 

Stenopsyche griseipennis : KOBA Y ASHI， 1968， p.3 

Stenopsyche marmorata : SCHMID， 1969， p.214， fig.4， pl. III， IV 

a.雄の形態

頭部背面(図版 16.a)は黒禍色で後方に灰黄色をした1対の癌状突起があり.単眼と癌状突起の聞には

1対の黄褐色をしたほぽ三角形の紋がある。単眼は大きく.単眼と単限の聞には灰黄色の長毛が総生する。

触角(図版 16.a， b)は非常に長く.その長さは前麹長の約2倍で.第1節は太い。ほかの節は短い。第

1と第2節をのぞく各節の基部の内側に数本の剛毛がはえているため.全体的にみると.触角は鋸歯状をし

ている。

小腿援(図版 16.b)は灰黄色で5節よりなり.第1節と第2節は短くほぼ同長で.第3節は長く.第2

節の約3倍である。第4節は第1節と第2節を合せた長さとほぼ同長である。第5節は非常に長くて細く.

第1節から第4節までの長さと同じである。

下唇毅(図版 16.b)は灰黄色で3節よりなり.第1節と第2節は短くほぼ同長である。第3節は長く.



第1節と第2節を合せた長さとほぼ同長

である。

胸部は灰黄色で‘前胸背面には2対の

癒状突起がある。中胸背面の側縁には黒

褐色をした不定形紋があり，中楯板には

1つの癌状突起がある。

肢は灰黄色で、前肢では腔節先端部と

中間部に黒倒色の斑紋があり.中肢では

腔節の先端部ー中間部および基部に黒褐

色の斑紋がある。また中肢の耐節はほか

の節より色がややこく.黒褐色をしてい

る。後肢においては斑紋がなく、附節第

2節以下は黒褐色をしている。距は3-4-4

で，外側の距は内側の距より短い。

前麹は細長く先端部はとが札麹膜は

淡灰黄色で半透明であるが司後部をのぞ

(2η 

図 18 Stenopsyche marmorataの分布

き一面に褐色の小さい斑紋が綱白状に散布している。 麹脈は褐色であるが.亜前縁脈 (Sc)，肘脈 (Cu)，

啓脈 (A)は黒褐色である。中室は小さく，中央室は長い。麹端室 1，2， 3、4および5がある。後麹は前

麹より短いが，後部はよく発達しー非常に幅が広くなっている。姐膜は灰白で半透明で、麹の先端部はわず

かに褐色をおびている。中室は小さく閉じている。麹端室3および5がある。

腹部は光沢のある灰褐色で.各節の後縁は黄禍色をしている O

生殖器(図版 16.c， d， e)はよく発達し.その構造は複雑で.本種の特徴をあらわしている。

測定値:雄(体長 20.5mm，前麹長 24.8 mm，後麹長 17.7mm)。

b.雌の形態

雌の形態は雄の形態とほとんど差がないが，中肢の附節の各節は周平で.雄とはことなる。生殖器(図版

16. f， g)はよく発達している。

測定値:雌(体長 23.0mm，前麹長 27.7mm，後麹長 20.7 mm)o 

c.採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡山北町中川|川上流， 2雄 (M.2032， M. 2070)， 1雌 (M.2048)， 1967年5月12日。 1雄 (M.

2026)， 1967年5月18日。足柄下郡箱根町仙石原早川上流。 3雄 (M.1918， M. 1974， M. 19740)， 1967年

6月27日。 3雄 (M.2192， M. 2192 a， M. 2192 b)， 1雌 (M.2192 c)， 1968年9月15日。小林採集。

4. Fam. Polycentropodidae Ulmer イワ卜ビケラ科

Polycentropidae ULMER， 1906， (28)， p. 109 

Polycentropidae : ULMER， 1907， (60 a)， p.170 

Polycentropodiae: TILL YARD， 1926， p.391 
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Polyccntropidae : TSUDA， 1942， p. 259 

Polyccntropodidae: MOSEL Y & KIMMINS， 1953， p.353 

Polyccntrotodidae: KOBAYASHI， 1959， p.347 

肢の距はどんな種においても 3-4-4である。小限室長は5節よりなり.第1節と第2節は短く，第 3節と第

4節の長さは属によって異なる。第5節は環節の集まりからできている。触角は太く，前麹長と同長のもの

と，前麹長より短い種とがある。前麹はほぼ卵形で，幅が広く軟毛を密生する。後麹においては中室と中央

室を欠く種がある。

17. Paranyctiophylax kisoensis TSUDA (和名なし)

Paranyctiophylax kisocnsis TSUDA， 1942， pp. 265-266，五gs.24

a.雄の形態

頭部背面(図版 17.a)は灰黄色で灰黄色の3対の癌状突起があり，前部の癒状突起と後郎の癌状突起の

聞に褐色の斑紋がある。

触角(図版 17.a， b)は灰黄色で第1節と第2節をのぞく各節には帯状の紋がある。触角の長さは前麹長

より短く，第l節と第2節は短しそのほかの節は長く，第2節の約2倍ある。

小目思雪量(図版 17.b)は灰黄色で5節よりなり.第1節と第2節は非常に短く.両節はほぼ同長である。

第3節は第1節の約3倍で，第4節は第1節の約2倍ある。第5節は最も長く.環節からできていて曲りや

すい。

下唇髪(図版 17.b)は灰黄色で3節よりなり，第1節と第2節は短<，同節はほぼ同長である。第3節

は長く環節からできていて曲りやすい。

図 19 Paranyctiophylax kisoensisの分布

胸部背面は淡黄褐色で，前胸背面には

乳白色の1対の大きな癌状突起がある。

肩板片 (Tegula)は乳白色で.突出し大

きな癌状をしている。中胸片上には小さ

い1対の癌状突起があり，中樗板上にも

う1つの大きな癌状突起がある。仮IJ片は

乳白色である。

全肢とも基節は乳白色で.そのほかの

節は灰黄色で. ~付節の距にはほかの節よ

り密に掲色の軟毛がはえている。距は 3

4-4で.外側の距は内側の距より短い。

前麹(図版 17.c)の趨膜は灰白色で

半透明、後麹(図版 17.d)の麹膜は前

麹よりうすい色をしているが3 半透明で

ある。両麹とも麹脈は灰白色で.前麹に

おいては腔脈 (R) と中脈 (M) をむす
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ぶ横脈，中央室の基部， 中脈と肘脈 (Cu)をむすぶ横脈および智脈 (A)の先端部は消失し白色透明であ

る。また前麹では中室 (d.c)， 中央室 (m.c). 扇室 (t.c)は共に閉じており. いずれも長形をしてい

る。

腹部は乳白色で，背面と側片には紫色をした網目状の斑紋と斑点がある。腹部第5節側片には1本の棒状

突起がある。

生殖器(図版 17.e， f， g)が極めて大きく，本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 5.7mm，前麹長 7.5 mm.後麹長 5.5mm)。

b.雌の形態

雌の個体は今回の調資では確認できなかったため，今後の調査によって記載する。

c.採集地，採集年月日および採集者

秦野市大倉水無川上流源次郎沢 2雄 (M.2111， M. 2124)， 1968年5月24日。棒久井郡早戸川上流娃

沢 1雄 (M. 2107)司 1968年6月4日。小林採集。

5. Fam. Psychomyidae Kolenati クダトピケラ科

Psycbomyidae KOLENTI， 1859， (2)， p. 68 

PolycentroPidae ULMER， 1907， p.191 

Psychomyidae; LESTGE， 1926， (65)， p.363 

Psychomyidae ; TSUDA， 1942， p. 269 

Psychomyidae ; KOBA Y ASHI， 1959， p. 348 

J可，chomyidae;KOBAYASHI， 1971， (4)， p.1 

肢の距は2-4-4の種と 3-4-4の種とがある。触角は前趨長より長いものはなく，基部は頭部の長さより短

い。単眼はない。小腿重量は5節の種と 6節の種がある。下唇煮は3節の種と 4節の種があり， 未端節が環

節の集まりからできている種もみられる。前麹は濃い軟毛でおおわれており，中室は小さく.麹端室は 1.

2. 3， 4と5がある種と.2， 3， 4と5がある種 2と5のみの種とがある。後麹は細<.麹端室は 2，3 

と5のある種. 2と5のある種とがある。中室はない。

18. Tinodes ashigaranis KOBA Y ASHI アシガラクダトピケラ(新称)

Tinodes ashigaranis KOBA Y ASHI， 1971， (4)， pp. 3-4， pl. 3 

a.雄の形態

頭部背面(図版 18.a)は黄土色で4対の黄土色をした癌状突起があり. 背面前部にも 1つの癌状突起が

ある。各癒状突起には黄禍色の剛毛がはえている。単限はない。

触角(図版 18.a， d)は黄土色で，その長さは前麹長より短<.基節はほかの節より長いが頭部の長さよ

り短い。第2節は非常に短い。第3節以下各節は扇平で.長さは第2節の約2倍ある。

小腿髪(図版 18.b)は黄土色で5節よりなり.第1節と第2節は短かく.各節とも同長である。第3節

と第4節はほぼ同長で，その長さには第2節の約3倍ある。第5節は最も長い。

下唇嶺(図版 18.b)は黄土色で3節よりなり，第1節は短<.第2節は第1節より長い。第3節は長
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図 20 Tinodes ashigaranisの分布

く。

腹部は乳白色で，各膜節には不定形の斑点がある。

く，第2節の約2倍あり.先端部は，

太くなっている。

胸部は黄土色で，前胸背面には2対の

療状突起があり，中胸板にも 1対の小さ

な癌状突起がある。中楯板には1つの大

きな痛状突起がある。

肢は黄土色で.各肢の腔節.鮒節およ

び距は黒褐色の剛毛でおおわれている。

両麹(図版 18.c， d) とも麹膜は灰色

で半透明である。麹脈は両麹とも黄土色

で太い。前麹においては肘脈と中脈をむ

すぶ横脈と中央室を閉じている横脈は消

失し白色透明である。前麹には中室およ

び中央室がある。後麹の亜前縁脈は麹の

中央においてするどく曲弘前縁脈に接

する。後麹では中室および中央室を欠

生殖器(図版 18.e， f， g)はよく発達し.本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 3.5mm，前麹長 5.0mm.後麹長 3.5mm)o

b.雌の形態

雌の個体は今回の調査では採集できなかったため，種を確定することができなかった。

ι 採集地，採集年月日および採集者

足柄上郡山北町中}II川上流箸沢 1雄 (M. 2183) ， 1967年5月10日。小林採集。

19. Kibuneopsychomiya tanzawaensis KOBAYASHl タンザワクダトピケラ(新称)

Kibuneopsychomiya tanzawaensis KOBA Y ASHI， 1971， (4)， pp. 4-5， pl. 4 

a.雄の形態

頭部背面(図版 19.a)は黒掲色で. 3対の黄土色をした癌状突起があり， 中央部には1つの大きな癌状

突起がある。各癌状突起には黒褐色の剛毛がはえている。単眼はない。

触角(図版 19.a， b)は黄土色で.その長さは前麹長とほぼ同長である。基節は長いが頭長よりは短い。

第2節と第3節は短¥.第3節以下は基節とほぼ同長である。

小限援は黄土色で5節よりなり，基節は第2節よりわずかに短く.第3節は第2節とほぼ同長である。第

4節は第3節の3倍である。第5節は第4節より長く，環節よりできていて曲りやすい。

下唇雪量は黄土色で 3節よりなり，第1節と第2節はほぼ同長で，第3節は非常に長く第2節の約3倍であ

る。



胸部は黒褐色で，前胸背面には 1対の

層状突起がある。中胸片には 1対の長い

癌状突起があり，中楯板にも 1つの癌状

突起がある O

肢は黄土色で， Ji!eは2-4-4で内側の距

は外側の距より長い。

両麹(図版 19.b， c) とも細く，麹の

先端は細くなっている。麹膜は淡黄土色

で半透明である。前麹では中脈の近く lご

白色透明な部分がある。中室と中央室は

閉じている。後麹におけるIJ可縁脈は中央

部で突出している ο 後麹では中室および

中央室は開いている。

腹部は黒褐色で，腹部第1tl↑i背面の中

央部には黒紋があり，この県紋をはさん

で八字型に列んだキチン質部がある。第 図 21 Kibuneopsychomiya tanza即aenszsの分布

2腹節から第6腹節の各背面には 1対のくぼみがあり.そのくぼみの中には黒褐色のキチン質がある。

生殖器(図版 19.d， e， f)は長く突出し本種の特徴を示している。

測定値:雄(体長 3.5mm. 前麹長 6.0mm 後麹長 5.0mm)o

b.雌の形態

雌の個体は今回の調査では探集することができなかったため.雌定することができなかった。

C. 採集地，採集年月日および採集者

(31) 

秦野市大倉水無川上流源次郎沢， 5 雄(~. 2015， ~. 2079， ~. 2083， ~. 2086， ~. 2115)， 1968年

5月24日。小林採集っ

6. Fam. Hydropsychidae Crutis シマトビケラ科

めdro抑 chidaeCRUTIS， 1835， p. 601 

めdro仰 chidae: ~CLACHLAN， 1878， p.350 

尺ydropsychidae: ULMER， 1907， (60 a)， p.153 

めdropsychidae: TSUDA， 1940， pp.23-24 

尺ydropsychidae: TSUDA， 1942， p. 277 

尺ydropsychidae:TSUDA， 1951， pp.117-119 

尺ydropsychidae: KOBA Y ASHl， 1959， p. 349 

尺ydropsychidae: KOBA Y ASHI， 1964， p. 86 

均!dropsychidae:KOBYAASHl， 1968， (1)， p.3 

肢の距の数は種によって異なるが，前肢の腔節には亜先端距はない。雌の中肢はしばしば拡大し扇平にな
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っている。触角は細く，その長さは一般的には前麹長とほぼ同長か.または長い。基節はほかの節より太

<，その長さは頭長とほぼ同長か，または短い。小限努は長くて細く，雌雄とも 5節からなり，末端節は環

節の集まりからできていて曲りやすい。単眼はない。腹限は極めて大きい。麹脈は変化に富んでいるが.前

麹においてはどんな種でもかなず第1麹端室があり，その麹端室には柄がある。

雄の生殖器には上部付属器がなしホーク状の腹肢がある。陰茎は簡単な形をしている種や.先端に刺の

ある種.幅が広くなっている種などがみられる。

20. HydropByche ulmeri TSUDA ウルマーシマトピケラ

めdrotsycheulmeri TSUDA， 1940， p. 26 

めゆotsycheulmeri: TSUDA， 1942， p. 231 

均Idrotsycheulmeri: TSUDA， 1942， p. 279 

均伽仰向 ulmeri: TSUDA， 1956， p.416 

a.雄の形態

頭部(図版 20.a， b)は黄土色で，背面の一部分は黒褐色である。背面には3対の黄土色をした癌状突起

があ弘前部にも 1つの大きな癌状突起がある。各藩状突起には黒褐色の剛毛がはえている。

触角(図版却.a， b)は黄土色で，基節は太く長く，第2節は基節より短い。第3節以下は基節とほぼ同

長であるが，細くなっている。

小腿毅(図版 20.a， d)は黄土色で5節よりなり，第1節は短く，第2節は長く第1節の約3倍あり，第

3節と第4節はほぼ同長で，それぞれの長さは第2節の約2倍である。第5節は環節からできていて，非常

に長く曲りやすい。

図 22 Hydropsyche ulmeriの分布

下層重量(図版 20.b)は黄土色で3節

よりなり.第1節と第2節はほぼ同長

で，第3節は第2節より長く，第2節の

約2倍あり，環節よりできていて曲りや

すい。

胸部は黄土色で，前胸背面に2対，各

側面に1対の癌状突起がある。中楯板に

も1つの癌状突起がある。

肢は黄土色で，距は 2-ι4で.いずれ

の距も長く.内側の距は外側の距とほぼ

同長である。

両麹(図版 20.c， d)の麹膜は淡灰黄

色で半透明である。前麹においては前縁

室.亜前縁室および醐陸の先端部は.

ほかの部分より黄土色の毛が密生してい

る。麹脈は両麹とも淡褐色で，前麹にお
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いては中室は閉じている。後麹の後縁には長い縁毛がある。中室は閉じ中央室は開いている。

腹部背面および側板は紫色で，下定形の黒斑があり.下面は黄土色をしている。

生殖器(図版 20. e， f， g， h， i)はよく発達し特に陰茎は長くて太<，中央背面に 1対の爪状突起があ

る。

測定値:雄(体長 8.1mm，前麹長 9.8mm，後麹長 7.2mm)。

b.雌の形態

雌の個体については調査不十分のため.種を確定することができなかった。

ι 採集地，採集年月日および採集者

足柄下郡箱根町仙石原早川|上流 1雄 (M. 2066)， 1967年5月12日。 1雄 (M. 1991)， 1967年 6月27

日。小林採集。

7. Fam. Limnophilidae Kolenati エグリトピケラ科

Limnophilidae KOLENATI， 1859， p.29 

Limnophilidae: McLACHLAN， 1863， p.l71 

Limnophilidae : ULMER， 1907， p. 29 

LimnoPhilidae : TSUDA， 1942， p. 310 

Limnophilidae :乱10SELY & KIMMINS， 1953， p. 26. 

Limnophilidae: SCHMID， 1955， pp.1-28 

Limnophilidae : KOBA Y ASHl， 1959， p. 351 

Limnophilidae : KOBA Y ASHI， 1964， p. 87 

Limnophilidae: KOBA Y ASHI， 1968， p.4 

触角の長さは前麹長とほぼ同長か，またはわずかに短く，基節は極端に太く球根状をしている。単限はあ

る。雄の小服、髪は3節，雌では5節よりなる。下唇援は短く，しばしば末端節がまがっている種がみられ

る。肢の腔節の距の数は属 (Oder)によって異なるが.前肢の距は1本より多いことは決っしでなく，時に

は距を欠く種もみられる。中肢の距はどんな種でも 3本以下である。各肢の附節には太い刺が列生してい

る。

前麹は細長く，軟毛の少ない種と多い種とがある。中室は常に閉じているが，中央実はない。扇室は閉じ

ていて，長く狭い。麹端室1，2， 5はかならずある。後麹は前麹より非常に幅が広く，軟毛は少なく，しば

しば虹色をしている。麹脈は雌雄で似ている。ある属に属する種の雄の後麹基部には長い毛の束がある。こ

の場合，毛の束は麹脈のおれ目の中にはいっている。雄の生殖器の構造は各種とも似ており， 1対の小さ

い supperiorappendageと1対の細長い inferiorappendageがある。陰茎は短く 1対の輸がついており.

形は櫛歯状か.または毛のふさがある。

21. Moropsyche higoαna KOBA Y ASHl ヒゴクロパネトピケラ(新称)

Moropsyche higoana KOBA Y ASHl， 1971， (4)， pp.5-6， pl. 5 

a.雄の形態
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頭部背面(図版 21a)は黒禍色で， 3

対の黄土色をした癌状突起がある。単眼

はある。

触角(図版 21.a， b) は黄土色で. そ

の長さは前麹長より長く，基節はほかの

各節より太くて長い。第2節は最も短

い。残りの各節は第2節より長い。

小目思髪(図版 21.b) は黄土色で3節

よりなり.第1節はほかの節より短く.

第2節は長く第1節の約2倍あり.第3

節は第2節とほぼ同長である。

下唇重量(図版 21.b) は黄土色で3節

よりなり.第1節は短く，第2節は第1

節の約2部ありー第3節は第2節の約2

倍ある。

図 23 Moropsyche higoanaの分布 胸部は黒褐色で，前胸背面には1対の

癌状突起があり，中胸片には細長い痛状突起が1対ある。中楯板にはほぼ三角形をした癌状突起が1対あ

る。

肢は各肢とも基節と腔節は黒褐で.そのほかの節は淡黒褐色である。距は1-3-4で.各距は黒褐色をして

いる。また各肢の腔節と附節には黒褐色の刺が列生している。

麹膜は両麹(図版 21.c， d) とも灰色で半透明である。麹脈は淡褐色である。前麹の前縁脈基部には突出

した麹膜があり，その麹膜から長い毛が総状にはえている。

腹部背面は乳白色で多くの黒褐色の線状および点状の斑紋がある。第2腹節から第7腹節の各背面には2

対の白色の小さい斑紋と八字型をした黒褐色の斑紋(図版 21.e)がある。 側板は乳白色で下函は淡黒褐色

をしている。

生殖器(図版 21.f， g， h)はよく発達し本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 4.2 mm，前麹長 5.5mm，後麹長 4.0 mm)o 

b.雌の形態

雌の個体は今回の調査では採集することができなかったため，採集の機会をみつけ後日記載する予定であ

る。

c.採集地，採集年月日および採集者

秦野市大倉水無川上流ヒゴノ沢. 1雄 (11.2085)， 1968年5月24日。小林採集。

8. Fam. Sericostomatidae McLachlan ケ卜ピケラ科

Sericostomatidae 11cLACHLAN， 1876， p. 221 

Sericostomatidae : ULMER， 1907， (60 a)， p. 78 



Sericostomatidae : TSUDA， 1942， p. 323 

Sericostomatidae : MOSEL Y & KIMMINS， 1953， p. 29 

Sericostomatidae : KOBA Y ASHI， 1959， p. 353 

Sericostomatidae : KOBA Y ASHI， 1964， p. 88 
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触角の長さは前麹長とほぼ同長であるか.またはわずかに短い。基節は太くて長く，その長さは頭部の長

さとほぼ同長か，またはわずかに長いが，或る種には特種な形をした突起がある。単眼はある。小腿祭の形

は，雌雄で異なり，雄の小限緩に特殊な毛やウロコをもっている種がある。また或る種の雄の小腿費量にある

毛やウロコは上に向いているのがみられる。この毛やウロコはしばしば雄の臭を出す器官を連想させる。小

限l援の節の数は，雄では1節の種 2節の種 3節の種などがあり，例外的だが4節の種もみられる。雌で

はいずれの種でも 5節からできている。下唇毅の形は雌雄によって異なり，雄では前額部の臭覚器になって

いる種がある。肢の距は 2-2-2の種， 2-2-4， または 2-4-4の種などがみられる。麹は常に濃い軟毛でおお

われており，しばしば鱗片や特殊化した毛が混生している。また麹に鱗片が並んだ溝がある種もみられる。

麹脈は属 (Oder)によって異なるが.或る属においては各種とも同じものや，雌携でおなじものなどがみら

れる。この麹脈の変化は雄よりも雌のほうが多い。

22. Goera japonica BANKS ニンギョウトピケラ

Goera jatonica BANKS， 1906， p. 108， pI. 3，五g.9

Goera japonica : TSUDA， 1942， p. 235 

Goera japonica : TSUDA， 1942， p. 323 

Goera japonica : KOBA Y ASHI， 1968， (1)， p. 6 

8. 雄の形態

頭部(図版 22.a， b)は黄褐色で，背

面には淡黄色の大きな突起が1対ある。

その突起には長い黄褐色の剛毛がはえて

いる。単限はない。

触角(図版 22.a， b)は黄褐色で，基

節は長く‘その長さは頭長の約2倍であ

る。 第2節は短く，基節の約'/9で.第

3節は第2節の約2倍ある。第4節以下

の各節は第2節とほぼ同長である。

小腿媛(図版 22.b， c)は3節よりな

げ，第1節と第2節は極めて短い。第3

節は黒褐色で，長卵形をしており，上方

に曲り，顔面直前にマスク状に位置し，

長毛がはえている。

下唇重量(図版 22.b)は黄褐色で 3 図 24 Goera jatonicaの分布



(36) 

節よりなり.第1節は短く.第2節は第1節のほぼ2倍で，第3節は第2節よりやや長い。

胸部は黄褐色で前胸背面には1対の大きな癒状突起がある。中胸片にも l対の癒状突起がある。中楯板に

は1つの大きな癌状突起がある。いずれの癌状突起にも長い黄褐色の岡IJ毛がはえている。

肢は黄褐色で，距は黒褐色で2-4-4であり，内側の距は外側の距より短い。各肢とも鮒節には黄褐色の刺

がはえている。

麹膜は両麹(図版 22.b) とも灰色で半透明であるが.後麹では黄褐色の毛が少ないため前麹より色は薄

くみえる。麹脈は黄褐色で太い。前麹の麹端室はいずれも長く，中室は細長い。第2中脈の先端部は途中で

まるくなり.後緑まで達しない。後麹においては中室は開いている。また後縁には長い縁毛がある。

腹部は黄褐色で.第7腹部下面には締歯状の突起(図版 22.f)がある。

生殖器(図版 22.g， h， i)は複雑な構造をしており，本種の特徴をしめしている。

測定値:雄(体長 9.5mm，前麹長 10.5 mm，後趨長 8.5mm)，

b.雌の形態

雌はほとんど雄とかわりがないが.小腿毅(図版 22.j)は4節よりなり.雄のように顔面にマスク状に

位置せず普通の形をしている。また腹部下函には櫛歯状の突起がない。生殖器は図版 22.k， 1にしめすと

おりである。

測定値:雌(体長 10.0 mm，前麹長1O.4mm，後麹長 8.4mmλ

C.採集地，採集年月日および採集者

足柄下郡箱根町仙石原早川上流 1 雄(~. 2068)， 1967年 5 月 12 日 3 雄(~. 1986， ~. 1986 a， ~. 

1986 b)， 1 雌(~. 1987)， 1967年7月27日。小林採集。

23. Micrasema hakonensis KOBAYASHI ハコネマルツツトピケラ(新称)

Micrasema hakonensis KOBA YASHI， 1969， (2)， pp. 19-20， pl. 4， figs. a-c 

a.雄の形態

頭部(図版 23.a， b)は黄褐色で，背面には大きな2対の癒状突起がある。各嬉状突起には長い黄褐色の

長い剛毛がはえている。単眼はない。

触角(図版 23.a， b)は黄褐色で.その長さは前麹長とほぼ同長である。第1節は長くて太しその長さ M

は頭長とほぼ同長である。第2節は第1節よりわずかに短く，第3節以下の各節の長さは，第2節の約2倍

あり.形は扇平である。

小限努(図版 23.b)は黄禍色で3節よりなり，第1節はほかの節より短い。第2節と第3節はほぼ同長司

で 2節とも曲りやすい。

下唇重量(図版 23.b)は黄褐色で，第1節は細くほかの節より短い。第2節は第3節よりわずかに短<，

第3節は先端がまるくなっている。

胸部背面は黄禍色で，前胸背函には 1対の癌状突起があり，中楯板にも癌状突起がある。

肢は黄褐色で，腿節と腔節には剛毛がはえている。距は2-2-2で.内側の距は外側の距より短い。

麹膜は両麹(図版 23.c， d) とも灰色であるが.前縁室.亜前縁室および腔脈案の先端部は.ほかの部分

より多くの階褐色毛がはえていて縁紋を形成する。麹脈は黒褐色で.前麹では中室を閉じる横脈.腔脈と中



脈をむすぶ横脈および中脈にそった麹膜

は白色透明である。後麹をおおっている

軟毛は前麹のものより長く，特に後方に

ある縁毛は長い3

腹部背面と下面は厚いキチン質でおお

われていて，黒褐色で.各節背面には長

い剛毛が数本ずつはえている。側板は乳

白色をしているつ

生殖器(図版 23.e， f， g)は突出して

いないが，構造は複雑で，本租の特徴を

しめしている。

測定値:雄(体長4.0 mm.前麹長6.

Omm.後麹長4.5mm1

b.雌の形態

雌の形態は雄の形態とほとんどかわり

がない。生殖器は破損のため図解するこ

とができなかった。

C.採集地，採集年月日および採集者

図 25 Micrasema hakonensisの分布

足柄下郡箱根町仙石原早川上流 1雄 (M.2052)， 1雌 (M.2054)， 1967年5月12日。小林採集。

24. Micrasema genjiroensis KOBA YASHI ゲンジロウマルツツトピケラ(新称)

Micrasema genjiroensis KOBA Y ASHI， 1071， (4)， pp.6-7， pl. 6 

a.雄の形態
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頭部背面(図版 24.a)は黒褐色で 3対の黄褐色の癌状突起があり，各癌状突起には黒褐色の剛毛がはえ

ている。単眼はない。

触角(図版 24.a)は黄土色で，その長さは前麹長よりやや短い。基節はほかの節より長くて太く、その

長さは頭長とほぼ同長である。

小限援は黄土色で3節よりなり.基節はほかの節より短く，第3節は第2節より幾分長い。

下唇重量は黄土色で3節よりなり.太七基節は第2節とほぼ同長で、第3節は第2節より幾分長い。

胸部は褐色で.前胸背面には2対の癌状突起がある。中楯板にも 1対の癌状突起がある。また中胸片の頂

部には小さい癌状突起が 1対ある。

肢は黄土色で長い黒褐色の毛でおおわれ，距は 2-2-2である。各肢の腔節とE付節には刺がある。内側の距

は外側の距より短い。

麹膜は両趨(図版 24.b， c) とも灰色である。前麹は幅広し麹端室 2，3，と 4があり，このうち 2と

5は柄をもっている。中室は閉じている。中室を閉じている横脈.腔脈と中脈をむすぶ横脈.中脈の分脈部

および磐脈の先端部は消失し白色透明である。後麹は幅広くずんぐりしており，中室は欠く。麹端室1と5
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図 26 Micraseme genjiroensisの分布

2108， ~. 2108a， ~. 2109)， 1968年5月24日，小林採集。

VI. ま と め

があり，いずれも柄をもっている。

腹部背面および下面は黒褐色で.キチ

ン質がよく発達し，それぞれの節には長

い剛毛がはえている。側板は乳白色で膜

質である。

生殖器(図版 24.d， e， f)は長く突

出していないが.構造は複雑で.本種の

特徴をしめしている。

測定値:雄(体長4.5mm.前麹長5.

5mm.後麹長4.5mm).。

b.雌の形態

雌の個体は今回の調査では採集でき

ず.種の同定ができなかった。

c.採集地，採集年月日および採集者

秦野市大倉水無川上流源次郎沢. 8雄

(~. 2078， ~. 2081， ~. 2084， ~. 

今回の調査によって.県下に生そくすることが確認できた毛麹目 Trichotteraは24種である。これらの幼

虫はいずれも流水および渓流中に生そくする種である。

1 ). ナガレトピケラ科 Rhyaco.μilidaeでは11種(表10)の生そくが確認できたが，わが国からは現在

までに3属28種(表2)が記録されていることから考えて，今後の調査によって，より多くの種の生そくが

確認できるものと恩われる。本調査において11種が確認されたことはほかの科と比較して非常に多い結果を

示しているが，これはナガレトピケラ科の幼虫は渓流中に生そくすること，調査地点が山間渓流部であった

ことなどから考えて，当然の結果ということができる。

2 ). カワトピケラ科 Philototamidaeでは4種(表10)の生そくが確認できた。 わが国からは現在まで

に3属8種(表3)が記録されているが，それらの幼虫はいずれも，流水や渓流などの急流中に生そくして

いることから考えて.丹沢山塊を中心に調査することによって，今後，数種の記録が可能と恩われる。

3 ). ヒグナガカワトピケラ科 Stenotsychidaeでは1種(表 10)の生そくが確認できただけであるが，

この科については研究が不十分で，新種と思われる個体を得ているが，今後の研究によって分類学的位置を

確定し発表するつもりである。なお本科の種数は少なく，わが国では2属4種(表4)が記録されているだ

けである。

4 ). イワトピケラ科 Polycentrotodidaeでは1種(表10)の生そくが硲認できただけであるが. わが国

では現在までに8属11種(表5)が記録されている。これらの幼虫はいずれも流水中や静水中に生そくして
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いるため，今後の調査によって数種の生そくが確認できるものと思われる。科名 Polycentrotoidaeは1926年

まで PolycentrotidaeUlmerとされていたが， 1926年 TilIyardの研究によって PolycentrotoidaeUlmerに

改められ，それが正しいことを Mosry& Kimmisが 1953年。"に発表しているため，この科名を用いる

こととした。

5 ). クダトピケラ科 Psycomyidaeは，わが国からは4属9種(表 6)が記録されているが， 今回の調

査では2種(表10)だけが確認できた。県下河川の下流地域を調査することによって，今後数種の楢加が考

えられる。

6 ). シマトピケラ科均drotsychidaeは1種(表10)の生そくが確認できたが， この科に属する種の幼

虫は湖や流れ中に生そくするものが多いため，今後，平地河川の調査をおこなうことによって，県下に生そ

くする種数の増えることが考えられる。わが国では現在までに5属12種(表7)が記録されている。

7 ). ェグリトピケラ科 Limnothilidaeに属する種は極めて多く，わが国だけでも 15属41種(表8)が

記録されている。これらの種の幼虫は主として流水中でもゆるやかな流れの中に生そくするものが多いた

め，今回の調査のように山間渓流地域を調査の対象にした場合には，急流中に生そくする種以外採集するこ

とができない。今回の調査では，本科に属する種の中でもノl、形な種が1種(表10)記録できた。今後，広い

地域を調査することによって種数が増えることは確実である。

8 ). ケトピケラ科 Ser:costomatidaeもエグリトピケラ科 Limnothilidaeと同じように， わが国で記録さ

れている種数は極めて多く， 11属21種(表9)におよんでいる。今回の調査では3種(表10)の生そくが確

認できたが，この他に新種として3種を発見した。新種の発表については後日にゆずることとする。

以上の如く，今回の調査をまとめてみたが，調査地域が山間渓流に限られたため，県下に分布する毛麹目

全般についての分布を明らかにすることができなかった。しかし，現在まで全く明らかでなかった山間渓流

地域に生そくする毛麹目の分布について，山間部特有の種が多く分布することが確認できた。

VII.摘要

1). 1967年より 1970年までの3年聞にわたって県下の主要河川の山間部における水生昆虫，特に毛麹

目 Trichotteraの分布調査および分類学的研究をおこなった。

2 ). その結果，わが国に生そくする17科中8科が県下に生そくすることが確認できた。

3 ). 県下に生そくすることが確認できた種数は24種で極めて少ないが，これは調査地域が限られていた

ためと思われる。今後の調査によって，種類数が増えることは確実である。

4 ). 調査資料中に種の同定ができなかったものがあるが，これらについては今後，研究を進め.順次発

表する予定である。

5 ). 調査期中Jこ毛麹目以外の水生昆虫の採集をおこなったが.これについては後日，機会をみて発表す

る。
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表 2 わが国で記録されているナガレトピケラ科の種類

Fam. Rhyacophilidae STEPHENS 

Subfam.均dTobiosinaeULMER 

Genus ApsilochoTema Ross 

L ApsilochoTema sutshanum (MORTON) 

Subfam. Rhyacophilinae ULMER 

Genus Rhyacophila PICTET 

2. Rhyacophila aTticulata MOTON 

3. Rhyacophila bilobata ULMER 

4. Rhyacophila yosiiana TSUDA 

5. Rhyacophila veTecunda TSUDA 

6. Rhyacophila pacata TSUDA 

7. Rhyacophila Tetracta MARTYNOV 

8. Rhyacophila clemens TSUDA 

9. Rhyacophila bTevivφhala IWATA 
10. Rhyacophila q山 taTSUDA 

11. Rhyacψ，hila d伊ndensTSUDA 
12. Rhyacophila nigTocψ，hala IWATA 
13. Rhyacophila kawamuTae TSUDA 

14. Rhyacophila tTansquilla TSUDA 

15. Rhyacophila kisoensis TSUDA 

16. Rhyacophila kUTamana TSUDA 

17. Rhyacophila yukii TSUDA 

18. Rhyacophila similis KOBA Y ASHI 

19. Rhyacophila tenninkyoensis KOBA Y ASHI 

20. RhyacoPhila tsudai Ross 

2L RhyacoPhila yoshinensis TSUDA & KA W AI 

22. Rhyacophila itoi TSUDA & KAWAI 

23.助!yacψ，hilaimpeT MARTYNOV 

24. Rhyacophila hayakawai KOBA Y ASHI 

25. RhyacoPhila nakagawai KOBAYASHI 

26. Rhyacophila mOTokuboensis KOBA Y ASHI 

27. Rhyacophila shiraishiensis KOBA Y ASHI 

Genus Himalopsyche Ross 

28. Himalopsyche japonica (MORTON) 

表 3 わが国で記録されているカワトピケラ科の種類

Fam. Philopotamidae W ALLENGREN 

Genus Sortosa Ross 

Subgenus Dolophilodes (McLACHLAN) 

L Dolophilodes japonica (BANKS) 

2. Dolophilodes auticulata (MARTYNOV) 

3. Dolophilodes TaTUS KOBA Y ASHI 

Subgenus KisaUTa Ross 

4. Kisaura kisoensis (TSUDA) 

Genus ChimaTra LEACH 



5. Chimarra conclor ULMER 

6. Chimarra tsudai Ross 

Genus Wormaldia McLACHLAN 

7. Wormaldia nabewarinus KOBA Y ASHI 

Subgenus Dolclanes BANKS 

8. Dolclanes kisoensis (TSUDA) 

表 4 わが国で記録されているヒゲナガカットピケラ科の種類

Fam. Stenopsychidae MARTYNOV 

Genus Stenopsyche McLACHLAN 

1. Stenopsyche marmorata N A V As 

Genus Parastenopsyche KUWA YAMA 

2. Parastenopsyche sauteri ULMER 

3. Parastenopsyche sinanoensis KOBA Y ASHI 

表 5 わが国に記録されているイワトピケラ科の種類

Fam. Polycentropodiae ULMER 

Subfam. Polycentropodinae ULMER 

Genus p，わIlocentropusBANKS 

1. P.再ylocentropusshigae TSUDA 

Genus Plectrocnemia STEPHENS 

2. Plectrocnemia norikurana TSUDA 

3. Ploctrocnemia ondakeana TSUDA 

Genus Polyplectψous ULMER 

4. Polyplectropus protensis ULMER 

Genus Cyrnus STEPHENS 

5. Cヮnusn争'ponicusTSUDA 

Genus Kyopsyche TSUDA 

6. Kyopsyche japonica TSUDA 

Genus Paranyctiophylax TSUDA 

7. Paranyctiophylax kisoetlsis TSUDA 

Subfam. DiPseudopsinae WLKER 

Genus DiPseudopsis W ALKER 

8. Diゆseudopsisstellata McLACHLAN 

Subfam. Ecnominae ULMER 

Genus Ecnomus MCLACHLAN 

9. Ecnomus yamashironis TSUDA 

10. Ecnomus omiensis TSUDA 

11. Ecnomus settata KOBA Y ASHI 

表 6 わが国で記録されているクダトピケラ科の種類

Fam. Psychomyidae KOLENATI 

Genus Tinodes LEACH 

1. Tinodes sauteri ULMER 

2. Tinodes miyakonis TSUDA 

3. Tinodes higashiyamana TSUDA 

4. Tinodes ashigaranis KOBA YASHI 
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Genus Psychomiya LATREILLE 

5. Psychomiya nittonica TSUDA 

6. Psychomiya morisitai TSUDA 

Genus Psychomyiella ULMER 

7. Psychomyiella acut;tennis ULMER 

Genus Kibuneotsychomiya TSUDA 

8. Kibuneotsychomiya kibuneana TSUDA 

9. Kibuneotsychomiya tanεawaensis KOBA Y ASHI 

表 7 わが国で記録されているシマトピケラ科の種類

Fam.均drots)ほhidaeCURTIS 

Subfam. Macronematinae ULMER 

Genus Macronema PICTET 

1. Macronem radiatuma McLACHLAN 

Subfam.めIdro仰 chinaeULMER 

GenusめdrotsychePI口'ET

2.均IdrotsycheSelysi ULMER 

3.均Idrotsycheg(βlana ULMER 

4.尺ydrotsycheBuyssoni ULMER 

5.めIdrotsycheulmeri TSUDA 

6.均Idrotsychenakaharai TSUDA 

7.めIdro仰 cheechigoensis TSUDA 

Genus めdromanicusBRAUER 
8.めdromanicusgalloisi MATSUMURA 

Genus均IdrotsychodesULMER 

9.尺ydrotsychodesbrevilineata IWATA 

Genus Ditlectrona WESTWOOD 

10. Ditlectrona jatonica BANKS 

11. Ditlectrona albomarginata ULMER 

12. Ditlectrona kibuneana TSUDA 

表 8 わが国で記録されているエグリトピケラ科の種類

Fam. Limnothilidae KOLENATI 

Subfam. Deicosmcinae SCHMID 

Genus Dicosmoecus McLACHLAN 

1. Dicos明oecusjozankeanus MA  TSUMURA 

Genus Nothotsyche BANKS 

2. Nothotsyche叩ificollisULMER 

3. Nothotsyche tallites BANKS 

4. Nothotsyche ulmeri SCHMID 

5. Nothotsyche longicornis NAKAHARA 

6. Nothotsyche steciosa KOBA Y ASHI 

Genus Kogurea KOBA Y ASHI 

7. Kogurea eεoensis KOBA Y ASHI 

Subfam. Atataniinae ULMER 

Genus Atatania KOLENATI 

8. Attania abrrans MARTYNOV 



9. Apatania crassa SCHMID 

10. Apatania tsudai SCHMID 

11. Apatania nikkoensis TSUDA 

12. Atatania fuscostigma MATSUMURA 

13. Apatania kyotoensis TSUDA 

Genus Moropsyche BANKS 

14. Moropsyche parvula BANKS 

15. Moropsyche parvissima SCHMID 

16. Moropsyche higoana KOBA Y ASHI 

Subfam. Neophylacinae SCHMID 

Genus Neophylax McLACHLAN 

17. Neophylax ussuriensis MARTYNOV 

Subfam. Pseudostenophylacinae SCHMID 

Genus Pseudostenop.わIlaxMARTYNOV 

18. Pseudostenophlax ondakensis Iw AT A 

Subfam. Limnophilinae ULMER 

Genus Limnophlius LEACH 

19. Limnophilus alienus MARTYNOV 

20. Limnophilus corr，ψtus乱IcLACHLAN
21.. Limnophilus orentalis MARTYNOV 

22. Limnophilus ornatus BANKS 

23. Limnophilus picturatus McLACLAN 

24. Limnophilus sericeus SA Y 

25. Limnophilus pantodapus MCLACf王LAN

26. Limnophilus affinis CURTIS 

27. Limnophilus sparus CURTIS (?) 

28. Limnophilus fascovitatus MA  TSUMURA 

Genus Grammotaulius KOLENATI 

29. Grammotaulius sibricus McLACHLAN 

30. Grammotaulius ornatus NAKAHARA 

Genus Nemotaulius BANKS 

31. Nemotaulius brevilinea McLACHLAN 

32. Nemotaulius admorsus乱IcLACI王LAN

33. Nemotaulius miyakei NAKAHARA 

Genus Asynarchus McLACHLAN 

34. Asynarchus amurensis ULMER 

35. Asynarchus sachalinensis乱1ARTYNOV

Genus Lenarchus MARTYNOV 

36. Lenarchus fiωcostrmineus SCHMID 
Genus Halesus STEPHENS 

37. Halesus schalinensis MARTYNOV 

Genus Stenophylax KOLENATI 

38. Stenophulax festivus N A V As 

Genus均IdatophylaxW ALLENGREN 

3却9.均J申dぬ似aωt坤oψp拘4わ紗刷)1〆，zμaxgra間 7
4ωo.めdato仲 laxsoldatovi MARTYNOV 
41.尺ydatothylaxnigrovittatus McLACHLAN 
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表 9 わが国で記録されているケトピケラ科の種類

Fam. Sericostomatidae McLACHLAN 

Subfam. Goerinae ULMER 

Genus Goera LEACH 

1. Goera japonica BANKS 

2. Goera kyotonis TSUDA 

3. Goera gyotokui KOBA Y ASHI 

Subfam. Brachycentrinae ULMER 

Genus Brachycentrus McLACHLAN 

4. Brachycentrus vernalis BANKS 

5. Brachycetrus kitayamanus TSUDA 

Genus Micrasema McLACHLAN 

6. Micrasema quadriloba MARTYNOV 

7. Micrasema uenoi恥{ARTYNOV

8. Micrasema hanasensis TSUDA 

9. Micrasema hakonensis KOBA Y ASHI 

10. Micrasema genjiroensis KOBA Y ASHI 

Subfam. Lψidostomatinae ULMER 
Genus Crunoecia McLACHLAN 

11. Crunoecia albicornis BAKNS 

Genus Neoseverinia ULMER 

12. Neoseverinia crassicornis ULMER 

Genus Goerodes ULMER 

13. Goerodes cornigera ULMER 

Genus Dinarthrodes ULMER 

14. Dinarthrodes japonica TSUDA 

15. Dinarthrodes bipertita KOBA YASHI 

16. Dinarthrodes complicata KOBA Y ASHI 

17. Dinarthrodes nukabiraensis KOBA YASHI 

Genus Crunoeciella ULMER 

18. Crunoeciella orientalis TSUDA 

Genus Ayabeopsyche TSUDA 

19. Ayabeopsyche nipponica TSUDA 

Subfam. Sericostomatinae ULMER 

Genus Gumaga TSUDA 

20. Gumaga okinawaensis TSUDA 

Subfam. Uenoinae IWATA 

Gens Uenoa IWATA 

21. Uenoa tokunagai IWATA 

表 10 県下に生そくを確認できた科，属および種

Fam. RhyacoPhilidae Stephens 

Subfam. Rhyacophilinae ULMER 

Genus Rhyacophila PICTET 

1. Rhyacophila articulata MORTON 

2. RhyacoPhila bilobata ULMER 

3. Rhyacophila clemens TSUDA 



4. Rhyacothila nigrocψhala IWATA 

5. Rhyacothila kawamurae TSUDA 

6. Rhyacocothila transquilla TSUDA 

7. Rhyacothila kisoensis TSUDA 

8. R再yacothilahayakawai KOBA Y ASHI 

9. Rhyacothila nakagawai KOBA Y ASHI 

10. Rhyacothila morokuboensis KOBA Y ASHI 

11. R砂防othilashiraishiensis KOBA Y ASHI 

Fam. Philototamidae W ALLENGER 

Genus Sortosa Ross 

Subgenus Dolothilodes McLACHLAN 

12. Dolothilodes jatonica (BANKS) 

Subgenus Kisaura Ross 

13. Kisaura kesoensis (TSUDA) 

Genus Chmarra STEPHEN 

14. Chimarra tsudai Ross 

Genus Wormaldia恥1:CLACHLAN

15. Wormaldia nabewarinus KOBA Y ASHI 

Fam. Stenotsychidae MARTYNOV 

Genus Stenotshche乱1cLACHLAN

16. Stenotsyche marmorata N A V AS 

Fam. Polycentrotodidae ULMER 

Genus Paranyctiothylax TSUDA 

17. Paranyctiothylax kisoensis TSUDA 

Fam. Psychcomyidae KOLENATI 

Genus Tinodes LEACH 

18. Tinodes ashigaranis KOBA Y ASHI 

Genus KibuneotヮchomiyaTSUDA 

19. Kibuneotsychomiya tanとawaensisKOBA Y ASHI 

Fam.尺ydrotモychidaeCURTIS 

Subfam.尺ydrotsychinaeULMER 

Genus尺ydrotsychePITET 

20.尺ydrotsycheulmeri TSUDA 

Fam. Limnothilidae KOLENATI 

Subfam. Atataniinae ULMER 

Genus Morotsyche BANKS 

21. M orotsyche higoana KOBA Y ASHI 

Fam. Sericostomatidae McLACHLAN 

Subfam. Ooerinae ULMER 

Genus Goera LEACH 

22. Goera jatonica BANKS 

Subfam. Brachycentrinae ULMER 

Genus Micrasema恥1:CLACHLAN

23. Micrasema hakonensis KOBA YASHI 

24. Micrasema genjiroensis KOBA YASHI 
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Rhyacothila articulata. a.頭部背面:b.頭部側面:c.前麹:d.後麹:e.雄第6，

7腹節下面:f.雄第6，7腹節側面:g.雄生殖器背面:h.雄生殖器側面:i.雄生

殖器下面:j.雌生殖器側面:k.雌生殖器背面:1.雌第6，7腹節側面 m.雌第

5腹節側面。(小林原図)
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図版 2
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Rhyacophila bilobata. a.頭部背面:b.頭部側面パ.前麹:d.後麹:e.雄生殖器側

面:f.雄生殖器下面:忠雄生殖器上面。(小林原図)
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Rhyacophila clemens. a.頭部背面:b.頭部側面 c.前麹:d.後趨 e.雄第5腹

節側面:f.雄生殖器側面:g.雄生殖器下面:h.雄生殖器上面:i.雌生殖器側面:

j.雌生殖器上面。(小林原図〕。
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R有yacophilanigrocψhala. a.頭部背面:b.頭部側面:c.前麹:d.後麹 e.雄第7

腹節側面:f.雄第5腹節側面 g.雄生殖器側面::h.雄生殖器上面:i.雄生殖器

下面:j.雌生殖器側面:k.雌生殖器背面。(小林原図)0



図版 5

e 

h g 

Rhyacothila kawamurae. a.頭部背面 b.頭部側面 c.前麹:d.後麹 e.雄第5

腹節側面:f.雄生殖器側面:g.雄生殖器上国:h.雄生殖器下面 i.雌生殖器側

面:j.雌生殖器上面。(小林原図)。

a 



図版 6

‘k 

e 

Rhyacothila transquilla. a.頭部背面:b.頭部側面 c.前麹:d.後麹 e.雄第6，

7腹節側面:f.雄生殖器側面 g.雄生殖器上面:h.雄生殖器下面:i.雌第6腹

節側面:j.雌生殖器側面:k.雌生殖器上面。(小林原図)。



図版 7

a 

1 

Rhyacothila kisoensis. a.頭部背面:b.頭部側面 C. 前麹:d.後麹 e.雄生殖器

側面:f.雄生殖器下面:g.雄生殖器上面:h.雌生殖器側面。(小林原図)。

h 
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図版 8
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e 

h よてL
Rhyacophila hayakawai. a.頭部背面 b.頭部側面 C. 前麹:d.後麹 e.雄第5

腹節下面:f.雄第7腹節側面 g.雄生殖器側面:h.雄生殖器背面 i.雄生殖器

下面。(小林原因)。





図版 10

a 

e 

g h 

Rhyacophila morokuboensis. a.頭部背面:b.頭部側面:c.前麹:d.後麹:e.雄第

5， 6， 7腹節側面:f.雄生殖器側面:g.雄生殖器上面:h.雄生殖器下面。

(小林原図λ



図版 11
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g h 

Rhyacophila shiraishiensis. 8. 頭部背面:b.頭部側面 C. 前麹:d.後麹 e.雄第

6， 7腹節下面:f.雄生殖器側面:g.雄生殖器上面:h.雄生殖器下面。

(小林原図〉。



図版 12
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Dolophilodes japonica. a.頭部背面 b.頭部側面 c.前麹:d.後麹 e.雄腹部

背面:f.雄生殖器側面:g.雄生殖器上面:h.雄生殖器下面 I. 雌生殖器側面:

j.雌生殖器上面。(小林原図〉。





図版 14

e 

h 

Chimarra tsudai. a.頭部背面:b.頭部側面 c.前麹 d.後麹 e.雄第5腹節

側面:f.雄生殖器側面:g.まffi生殖器上面:h.雄生殖器下面。(小林原図)っ

g 



図版 15

f 

Wormaldia nabe山arinus. a.頭部背面:b.頭部側面:c.前麹:d.後麹:e.雄生殖

器側面:f.雄生殖器上面:g.雄生殖器下面。(小林原図)0



図版 16

e 

Stenopsyche marmorata. a.頭部背面:b.頭部側面:c.雄生殖器側面:d.雄生殖器

背面:e.雄生殖器下面:f.雌生殖器側面:g.雌生殖器上面。(小林原図込

d 



図版 17

f d 
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ParanyctiophyZax kisoensis. a.頭部背面:b.頭部側面:c.前麹:d.後麹 e.雄生

殖器側面:f.雄生殖器上面:g.雄生殖器下面。(小林原図)0



g 

図版 18

f 

Tinodes ashigaranis. a.頭部背面:b.頭部側面:c.前麹:d.後麹 e.雄生殖器側

面:f.雄生殖器上面:g.雄生殖器下面。(小林原図込



図版 19

d三三三三夢

e 

Kibuneopsycho叫yatanとawaensis. a.頭部背面 b.前麹 c.後麹:d.雄生殖器側

函:e.雄生殖器上函:f.雄生殖器下面。(小林原図)。
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図版 20

間

h 

尺ydropsycheulmeri. a.頭部背面:b.頭部側面:c.前麹:d.後麹:e.雄生殖器側

面:f.雄生殖器上面:g.雄生殖器下面:h.陰茎上回:i.陰茎下面。

(小林原図λ



図版 21

き言?

e 
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h 

Moropモychehigoana. a.頭部背面:b.頭部側面 C. 前麹:d.後麹:e.雄腹部背

面:f.雄生殖器側面:g.雄生殖器上面:h.雄生殖器下面。(小林原図)。



図版 22

Goera japonica. a.頭部背面;b.頭部側面 c.雄の小腿毅 d.前趨 e.後麹:

f.雄第7腹節下面にある櫛歯状突起;g.雄生殖器側面;h.雄生殖器上面;i.雄

生殖器下面;j.雌の小限髪;k.雌生殖器上面;1.雌生殖器側面。(小林原図)。



図版 23

f 

Micrasema hakonensis. a.頭部背面:b.頭部側面 C. 前麹:d.後麹 e.雄生殖

器側面:f.雄生殖器上面:g.雄生殖器下面。(小林原図λ



図版 24

a 

Micrasema genjiroensis. a.頭部上回 b.前麹 C. 後趨 d.雄生殖器側面:

e.雄生殖器上面:f.雄生殖器下面。(小林原図)。
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